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アメリカ英語における方言の研究
武本昌三
A Treatise on the Regional and Social Variations 
of American English 
Shozo Takemoto 
Abstract 
American English has traditionally been considered as existing in three main dialects-that of 
New England， of the South， and of the great region comprising the Middle Atlantic states， the 
Middle West， and the Far West， which is often called General American. 
Recent researches are， however， indicating that the situation is somewhat more complicated 
socially as well as geographically. Charles K. Thomas， for instance， tried so far as to divide the 
entire country into ten major speech areas， and also the investigation made by Hans Kurath and 
others under the Linguistic Atlas project has reinforced the diversi五edsituation. 
Since， on the other hand， dialect survives only through some kind of isolation， and since there 
is much mixture， movement and intercommunication of the American population， the differences 
among the dialects seem inevitably to be getting less， and this makes the collection of a trustworthy 
body of information upon the regional variations somewhat difficult and de!icate a matter. 
These seeming contradictory evidences are virtually the features characteristic of the American 
dialects. The present writer， therefore， must keep them in mind when he tries to get an overall 
picture of the regional and social variations as they are in the United States of America today. 
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1.緒
? ?
英語は，言うまでもなく今日世界で最もひろく用いられている言語で，英，米，カナダ，
オーストラリア，南アフリカ聯邦等において母国語であるのみならず，インド，イスラエル，
セイロン，ジャマイカ等においても，殆んと、母国語同様に用いられている。日本をも含めて外
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国語としての英語を用いているいろいろな国々の国民をこれに加えれば，英語人口は飛躍的に
増大L，文字通り，英語は世界の言葉ということになる。
しかし，世界中のこれだけ多くの人々が，ひとしく「英語」というラベルのっし7た言語を
話していても，この英語は，それを用いる各国民の間ですべて同じ孟葉ではない。固によって
それぞれの国特有の nuanc巴を持った英語が用いられてし、るのみならず，同一国内であっても，
その話される英語は必らずしも一様ではない。更に厳密な言い方をすれば，同一国内の同一地
域で話されている一人一人の英語でさえも，それぞれに微妙な相兵が認められると言えるであ
ろう。
アメリカ英語は，普通 AmericanEnglishとよばれることによって，先ず BritishEnglish 
と区別され， Canadian English， Australian English， Jamaican English等との相違をも予想せ
しめる。1) そして又 AmericanEnglishそのものも，あの広大な 300万平方マイルもある国土の
中で，総人口の中 1億 5千万に近いと推定されるアメリカ英語常用者によって，全く一様に話
されているとは信じ難し、。2) 例えば JohnSteinbeckの Grapesof Wrathの次の一節などは，
American Englishにもはっきり地域的な vanetyがあることを端的に示しているものとして興
味深く思われる。3)
“I knowed you wasn't Oklahomy folks. Y ou tal王queerkinda- That ain't no 
blameラ youunderstan'." 
“Ever'body says words di妊erent，"said Ivy. “Arkansas folks says ヲemdifferent， 
and Oklahomy folks says 'em di丘erent. And we seen a lady from Massachusetts， an' 
she said 'em di妊erentestof all. Couldn' hardly make out what she was sayin'." 
このような AmericanEnglish における地域的差違の問題は，特にアメリカ太西洋岸の海
岸線に沿って顕著であることはよく知られているが，その反面，アメリカ英語の一様性が強調
されることも少なくはない。例えば CharlesK. Thomasは AnIntroduction to the Phonetics 
of American Englishの中で，“Alabamaand Maine can usually understand each other 
without too much trouble， though each may think the other a bit quaint."と述べ，更に
“Over large areas， from Springfield and Hartford， on the Connecticut River， to San Diego 
and Seattle， on the Pacific coast， the differences ar巴 soslight that casual listeners often 
fail to notice them."とつけ加えている。4)
このような見方も甚だもっともであって，たしかにアメリカ英語は，ヨーロッパの主要国語
とは対照的に，イギリス英語と比べてさえ対照的に，その短かい言葉の歴史を通じて， uniformi倫
tyが非常に強いと言えるかも知れない。5) しかし，この言語における uniformityとしづ概念は，
Pylesも言っているように多分に相対的なもので戸結局は主観によって，われわれは uniformi-
tyの中に varietyを見ることもあれば， varietyの中に uniformityを見出すこともあるのであ
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ろう。前述の Pylesはこのことを次のように説明している。
“He who looks for differences will surely五ndthem， and very interesting and 
significant differences they are. The danger lies in not seeing the woods for the 
treesー inlosing sight of the larger unity of American English by becoming absorbed 
in a mass of details. The linguisticallyア unsophisticated，for instanc巴， are prone to be 
so intolerant of deviations from their own usage as to exaggerate the frequency of 
their occurrence. 
1t cannot be denied， of course， that a person with even one good ear is able to 
identify the speech of the tidewater Southerner， the eastern New Englander and the 
New Yorker， and to distinguish three types of speech from that of the Middle 
¥Vest.'・"7)
このように見てくると，アメリカ英語には varietyとuniformityの両方にそれぞれ真実
性があることになる。結局，一般的にはアメリカ各地で話されている英語は，全く uniformな
ものではないけれども，イギリスや西ヨーロッパ諸国の国語などに比べれば，はるかに variety
が少ない，というような言い方が一番無難なのかも知れない。それだけに，方言に関する資料
の信溶性や方言領域の overlap等の問題は，特にアメリカ英語の方言研究には必然、的につきま
とう制約であるが，このような制約の中で，以下，筆者は筆者なりに，アメリカ英語における
方言の概観を試みていくことにしたい。
2. 方言の概念
言語は一つの社会的現象であるから，常に個人によって行なわれる活動でありながら必ら
ずその背景に言語社会 (speechcommunity)の存在を予想せしめる。厳密に言えば，すでに述
べたように，個々の言語活動にも個人差があるわけて、あるが，同ーの言語社会に在って相互の
社会的交渉が頻繁に行なわれる場合には，人々の聞には自然に同じような言語習慣が発達す
る。又，言語活動を通じて，相互に理解されなければならない要求が働らくことにより，人々
は一般の言語活動に対し殊更に異をたてることはないからY実際生活上，個人差は問題にな
らない程度で看過されてしまうのが普通である。従って，一つの社会の言語は実際上は等質で
あると考えられ，その社会を背景として一つの言語が認められている。しかし，このよのよう
な言語社会が，例えば，規模が大きくなるにつれて地域的に分散し，それぞれ独自の言語習慣
を将来に引継いで行ったような場合，やがては発音，語い，文法などにおいて，多かれ少なか
れ，相違が生じ始めるであろう。9) このような場合，分散した言語社会に認められている言語
は，それぞれ他の言語社会の言語に対して方言 (dailect)lO)であり，これは地域的方言 (regional
dialect)とよばれる。11)
この言語社会は又，内部構造が複雑化し，社会構成員の聞に政治的支配と従属，経済的貧
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富の差，教育程度の相違等が生じてくると，社会は上部構造と下部構造に分れ，そのおのおの
の構成員の聞に，やがて使用言語の分化が起りはじめる。階級的方言 (classdialect又は social
dialect)がこれで、あって， prestige dialectもひろい意味ではこの中に含まれる。 Francisは以
上の方言のほか， standard dialectとliterarydialectを加えて，方言の種類を次のように 5つ
に分類した。12)
l. Dialects spoken in speech-communities occupying different parts of the general 
territory of a language are regional dialects. 
2. Dialects spoken by different social groups within the same region are soial or 
class dialects. 
3. A dialect admir‘ed and emulated by the speakers of other dialects is a prestige 
dialect‘ 
4. A dialect generally admitted by the majority of speakers to be superior to al 
the other dialects in its language is the standard dialect of that language， or simply the 
standard language. 1t is usually that used by the educated and ruling classes. 
5. A dialect used primarily by writers and scholars is a literary dialect. 
この中， standard dialectはいわゆる標準語と同じであって， これは或る特定の regional
dialectから発達して来たものには違いないが 13) 現在では classdialect的な色彩が強い。
Literary dialectも又，文字を介してはいるが標準語のー形式であると考えられる。この標準語
が普及して全国の言語が平均化してくる傾向はヲ特に masscommUI山 atlOnの発達した現在，
明らかな事実で，そのために方言とは区別して考えられることが少なくない。しかしながら，
あくまでもこれは dialectの一つであって， dialect以外の別の言語であると考えるのは行過ぎ
であり 14)且つ又， standard dialectがあらゆる dialectの中で“bestspeech"であるとする考
え方も，必らずしも正当ではない。15)
このようにして見て来た方言の種々相は，しかし，それぞれの言語社会の中に，それぞれ
単純なままの形で存在するのではない。アメリカのどの地方の方言を考えるに当っても，現実
の speechcommunityの姿は非常に複雑であり，われわれはここで更に， Friesのいう usage
levelの錯綜を見逃すわけにはいかない。彼はこの usagelevelの錯綜を，図-1のように3つの
円の交叉で表現した。16)
しかしながら，このような言語のあらゆる形式と様態をすべて厳密に分析しながら，アメ
リカの方言を考えていくには，言語調査面での制約があまりに多く，殆んど不可能というほか
はない。17) 結局，本論文では，上述の usagelevelの錯綜といったようなことは特に必要な場
合を除き一応無視することにして，方言を最も常識的な， regional variationという形で平面
的に見ていくことで満足しなければならないであろう。以下，方言 (dialect)という言葉はその
(604) 
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背景にある複雑な概念を十分に意識してはいきながらも，その程度の意味でこれから用いてい
くことにしfこし、。
Y 
図 1 The interlocking circles of formal， coIloquial， and illiterate English 
X -formal， literary English 
Y -colloquial， informal English of cultivated people 
Z -illiterate， uneducated English 
b， c， e， represent the overlappings of the three types 
c -that which is common to al three 
b -that which is common to formal and colloquial 
e -that which is common to colloquial and illiterate 
a， d， f represent the portions peculiar to that set of language ha bits 
3. 方言の成立
方言の成立についてさまざまな要因が考えられるのはどこの国の場合でも同じである。し
かしアメリカの場合，特に重要なのは植民地時代にさかのぼる歴史的要因であろう。
われわれは先ず¥現在のアメリカ英語が 17世紀のはじめ英国からの植民者達によって使
われていた英語から始まっていることを忘れることは出来ない。 1607年にはじめて Virginia
のJamestown(現在では廃塩の村落で，歴史的名残りを留めるだけである)に上陸した Captain
Smithの一行にはじまって， 1620年の Mayflower号による PilgrimFathersが Plymouthへ
渡航して来た当時は，丁度イギリス本国では， Shakespeareや FrancisBacon， Ben Jonson等
が活発な文筆活動を続けていた頃であった(表 1参照)018)従って，初期の植民者達はその出身
地によって， Shakespear巴時代の，いわゆる ElizabethanEuglishのさまざまな方言を用いて
いたと言える。つまりこの時点においては， American Englishは方言をも含めて， British 
Englishそのものであったわけで、ある。19)
ところが， 17世紀初期のアメリカにおける各地の植民地は，地理的社会的に互し、に孤立し
てしまっていた。交通の未発達， 地形の障害，それに生活の困難と原住民である lndianの反
(605) 
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感も加わって，方言発達の温床であり主要条件の一つでもある。“isolation"を一世紀にも豆っ
て続けざるを得ない状態であった。アメリカ方言の成立は，このような植民地の状況と，その
後も引続いて渡来した複雑な移民の歴史によって少なからず影響を受けて来たことがその大き
な特色であると言える。そこではじめに，この移民の歴史を三期に分けて，それを概観してみ
ることにしたし、020)
第一期は，上述の Jamestownにおける最初の移民から， 1790年即ちアメリカにおけるイ
(606) 
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ギリス植民者達が残らず FederalConstitutIonに賛同し，はじめての国勢調査が行なわれた年
までである。その当時のアメリカの人口は約400万で，その中の 95バ一セントまでは Appala-
chian Mountainsの東の太西洋岸に住み， 90ノえ一セントは英国諸島のいろいろな地方からの移
民であった。21)
第二期は，第一期のあとアメリカ南北戦争が終った大体 1860年頃までである。 この時期
(607) 
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には，アメリカの住居地域は AppalachianMountainsを越えて西に延び，又南部の Carolina，
Georgiaにもひろがって，ついには太平洋岸にまで達するに至った。22) 更に人種的には，アイ
ルランドの馬鈴薯の不作とドイツにおける草命の失敗 (1848)によりヲアイルランド人及びド
イツ人の移民が新たに加わったのがこの期間の特徴である。
南北戦争以後の第三期には，移民の種類は異って来た。前二期を通じて，更にその後も
1890年頃までは，英国諸島及び北欧のチュ一トン民族がアメリカ移民の 70ノ4一セントから 90
パーセントを占めていたが，それ以後は，南欧人及びスラブ民族が続々とこれに加わって来た
のである。イタリア人だけでも，第一次世界大戦前に年間 30万人以上も移入し，アメリカへ流
入する移民の年間総数約 100万の中，東部及び南部ヨーロッパからの移民が 75パーセント近
くに達した(表-2参照)。幻)なおアメリカには，これら欧州民族のほかに，約 1千万の黒人が主
として南部と東部の大都会に住んでいたこともつけ加えなければならない。
更に文，これら移民のアメリカ国内における分散状況を示すと図_224)のようになるが，こ
れは当然，方言の分布状況に対しても何らかの微妙な影響を与えているものと考えられる。
以上概観を試みたアメリカ移民の三時期の中，アメリカ方言の研究に際して最も重要なの
は，言うまでもなく第一期である。アメリカ英語における方言の分布は，イギリス英語の方言
をそのまま北米大陸に持込んだ第一期の植民によってその基礎がすえられ，以後の渡来者の英
語もしくは，英語以外の外国語は，その出身地及び民族の如何を問わず，既存のアメリカ方言
図←2
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に何らかの影響を与えつつも，自然にこれに同化されて行ったと見ることが出来ょう。
けれども勿論，方言の成立のための要因は，このような移民の歴史との関称性だけで説明
しつくされるものではない。その要因を論ずるにあたって，気候の差や，各地域居住者の身体
的な相違にまで言及されることがあるが，これは当らないようである。お)ただここで，このよ
うなアメリカにおける移民の歴史の背後にある社会的要因については，これを看過してしまう
ことは出来ない。例えば産業とか衆落の都市化の問題，それに教育などである。
周知の如く， Vメリカ革命が起った 1776年には，すでに産業革命は進行中であった。無限
にひろがるとも思われた広大な沃IJ!tと豊富な天然資源，多くの自然の良港と交通路としての河
川の発達，更にそれに加うるに数多くの精力的で希望に満ちた技術者達 26) これらの諸条件は
当然のことながらアメリカにおける産業革命を一層促進せしめずにはいなかった。人口の急速
な増加はし、きおし、商品の市場性を高める。そして拡大された産業は，自然に移民達に好条件の
就業の機会を保障する。かくして，人口の増加と産業の振興，国富の増大は相互に作用し合っ
て，更に又，南ヨーロッパや東ヨーロッパからの移民を数多く招き寄せる結果になっていった。
このような産業の発達はラ必然的に都市の発達を促す。 事実1775年におし、ては，英語使
用国の都市の中で PhiladelphiaとBostonは， London に次いで， 2， 3位を占める重要都市に
のし上っていたのである。27) このことも又当然にう移民の流入とともに言葉に対して影響を与
える一つの factorであったと考えないわけにはいかない。
更に教育の分野においても，アメリカにおけるその普及度や一般的水準はラ英国のそれに
比べでさえヲ決して遜色のないものであった。 AmericanRevolutionを契機としてなされた
Websterなどに代表される linguisticn旦tionalismの台頭は， American Englishの特色を
British Englishに対照させてより明確にする作用を果したが，このことについてはここではふ
れないomただこのような教育の普及を背景として， American Englishに対する関心と自覚と
が，それまで無雑作に受入れられて来た時代おくれの vocabularyや発音に対する反省、を促が
し，明確なアメリカ的文法体系を打出す動因になったヲということには注目しておく必要が
ある。
しかしながら，以上に述べて来たようないかなる要因L 単独の形で方言の成立に寄与し
若しくは影響を与えるということが考えられないのは言うまでもないことであって，これも地
域差があることではあるが，種々の要因は相互に交錯し，総合的に方言に影響を及ぼす力とな
ると考えるのが妥当である。 Francisは，以上に述べて来たようなことも含めて，アメリカ方
言の成立要因として考えられるすべてのものを，種々の調査の結果，次のようにまとめてみた。
少し長くなるが，これをこのまま引用してみよう om
1. Any large or influential element in the early population of an area can be ex-
pected to contribute materially to the speech of that area， whether in pronunciation， 
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grammar， or vocabulary. To those aware that western Pennsylvania was originally settled 
in large measure from the Scots Presbyterian counties of northern Ireland， itis not 
surprising that one can find Ulster Scots features in western Pennsylvania speech. 
2. Migrations will carry dialects along their routes. Contrasting forms of Pennsyl-
vania and New York speech have spread across the Great Lakes States in two bands， 
which show far less overlapping than the mobility of the American population would 
lead us to expect 
3. Old political and ecclesiastical boundaries， dating from times when population 
movements were more restricted than now， may have brought about dialect divisions. 
Such boundaries often underlie speech differences in Germany (pre-Napoleonic pricipalities) 
or England (diocesan boundaries， relatively unchanged since the Middle Ages). In North 
America， wh巴repolitical boundaries are much younger and do litle to restrict population 
movements， what little e任ectthey have on dialect seems chiefly on the currency of poli-
tical terms. The South Carolina (and normal U. S.) county seat is often the county site 
in Georgia. The chief 0伍cerof a township， the sujう0・Vl・sorin New York State， isthe 
reeve in Ontario; in Ontario the chief county 0伍cialis the warden， without a counter-
part in the United States. 
4. Physical geography， though often overrated as an influence， isnevertheless impor司
tant. A marsh may hinder communication between settlements， as in the coastal South. 
A desert will restrict the size or permanence of communities. A mountain range is 
rarely an absolute barrier， but the passes will determine the routes of migration and 
communlcat!On. 
5. A cultural c巴nter，for whatever reason its culture is important， will exert an 
influence on less important communities. “Standard English，" particularly the variety 
emulated in the British Isles， isbasically the upperclass speech of the London area， which 
became a model to imitate when London became not only the capital of England and 
the residence of the court but the center of trade as well. The relationship of Chaucer 
to the rise of London English is often missstated; he did not give it status as a standard 
language， but would likely have written in it even if he had not been a native Londoner 
(as did a Y orkshireman like Wyclif) because the economic prestige of London had already 
made its speech the standard. A complex of similar forces operated to make the dialects 
of Paris and Florence， respectively， the basis of standard French and standard Italian. 
Although we have no single city dominating American economic and social life the way 
Paris and London dominate France and England， and though speakers outside of the 
tributary areas often mock the speech of a city like Boston or Charleston， yet one may 
detect in the speech of adjacent small-town and rural areas greater or less influence of 
such cities as Boston， New York， Philadelphia， Richmond， and Charleston-and probably 
also of San Francisco， St. Louis and New Orleans 
6. The dialect of an area may reflect its social structure. Are its class distinctions 
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relatively rigid， or relatively flexible? Are educational opportunities open to aU， or are 
they restricted to a favored group? And， even if education is a fairly general advantage， 
do rich and poor， old families and newcomers， al attend the same kinds of schools? 
7. Finally， the dialect may reflect the presence of a large body of new immigrants 
with a different linguistic and cultural background from that of the older inhabitants. 
Cultural innovations will lead to innovations in the vocabulary， whether by direct borrow-
ing or by loan translation. If the foreign group is relatively large and homogeneous， it
may carry over its habits of pronunciation and grammar into English; or the way in 
which it approaches English may affect the linguistic attitudes of the whole community. 
このようなさまざまな要因を含んで成立しているアメリカ方言は， 19世紀に入る頃までに
すでに一般的にひろくその存在を認められるようになっていた。30) 演劇の台詞の中にも方言が
取入れられたり， Websterの Blue-BackedSpellerがあらわれて以来，各地で作り出された
Spelling bookにも地域的な発音の相違が脚注につけられたりし始める 031)そして 20世紀初頭
には，教科書の編纂者や方言の研究者達によって，アメリカにおける方言は大体次の 3つに区
分されるまでになったのである(図-3参照)032)
1. Eastern又はNewEngland方言
2. 南部方言 (Southern)
3 一般アメリカ方言 (GeneralAmerican) 
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図-3 The three major regional speech areas， asnoted before the 1940's. 
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4. 方言の調査
アメリカにおける最も初期の方言調査は， 1891年に発表された o.F. EmersonのThelthaca
Dialectが基礎になっていたようであるが，これは当時の， ドイツやフランスなどにおける方
言研究に比べると，研究方法においても組織的な研究基盤の点でも，幼稚なものでしかなかっ
た。例えば， 1889年に発足した AmericanDialect Societyは，先ず最初の仕事として，英国に
おける JosephWrightの EnglishDialect Dectionary (1895-1905)をモテソレにし，これに比肩
出来るような AmericanDialect Dictionaryの編纂を目標にかかげたが，当時の研究態勢では
殆んど計画だけで，実現には程遠いものであったらしい。
ところが， ドイツの言語地図をはじめとして，フランスやイタリアのものまで出るに及ん
で， 33) アメリカでも急速に言語地図作成の気運が盛上り， 1930年には AmericanCouncil of 
Learned Societiesを sponsorとして， ミシガン大学の HansKurath 教授をリーダーとする研
究計画が作り上げられた。 Kurath教授自身は， 1931年から，太西洋沿岸各地の言語習慣の記
録に当ったが，これがアメリカにおける科学的な方言研究としては，最初のものであるとい
える。34)
このアメリカの言語地図の作成方法は，上述の各国の方法に学んだものではあるが，アメ
リカ独特の現象とも言うべき地域的社会的移動性や，非英語国民の流入，更には言語の歴史が
新らしいために，ヨーロッパ主要国語に見られるような prestigedialectに欠けていたという
ようなことなども考慮されなければならなかった。つまり前章で、見て来たようなアメリカの方
言分布の特殊事情が，アメリカ的な調査研究法を生み出させたということになるのである。そ
の調査研究は大体次のような要領で、行なわれた。35)
1. 各地方毎に，精密調査のための地域社会の networkが先ずえらび出される。その選択
は，経済的文化的な面でのその地方の歴史をよく調査した上で、なされ，この際に，その地域全
体を均等に代表するような抽出方法が用いられることは勿論，それと同時に，その地域社会特
有の諸条件も考慮に入れられなければならない。36) 諸条件とは例えば，その地域が初期の植民
地であったかどうか，移民や交易のルートに位置してはいないか，過去又は現在におし、てその
地方の経済的文化的中心であったかどうか，昔に比べてその地域が著しく衰微しているような
ことはないか，孤立しているような環境で古いしきたりや風習がそのまま残っているようなこ
とはないか，過去においてその地域で外国語が話されたことはないか，その地域の住民の大多
数がヨ{ロッパからの集団的移民の子孫で占められているかどうか，といったようなことがら
である。
2. よく訓練された調査員が実地に調査を行なってデータを集める。調査員には特別の教
育を施して，言語学，音声学，音素論等のほか担当地域の歴史や文化の卜分な知識を身につけ
(612) 
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させ，同時に，どのような種類の人々を対象にしても調査活動が正確に行なえるような能力を
習得せしめる。37)
3. データは，発音，文法，語いの 3つの部分から成る質問紙を用いて集められる。この
質問紙に書込まれる質問事項については，言語地図作成の staff達によって次のような3つの
原則が打立てられた。 a)質問内容は，調査地域の殆んどの人々にとってよく知られているよう
仕普遍的な事項に限ること。 b)日常会話にふだん取上げられているような平易な事項について
質問すること。 c)地域的或いは社会的相違が見出し易いような項目をえらぶこと。
質問項目は地域により，社会的文化的背景の相違を考慮して， 500程度から 800くらいま
でで同数でなくともよい。質問の様式L 対象地域に即応して変化をもたせる。質問項目の内
容は，調査地域の人々が興味を持っていると思われるあらゆる事項を包含するのが理想的であ
るので 38)時間や資金，それに資料提供者側の協力態度に制約があるとしてもなるべく理想に
近づける。
4. 資料提供者として代表的な資格を持っと思われる人物，調査地域で、生れ育った常住者，
特定グループの長等が調査の対象としてえらばれる。調査の対象が，老人や無教育者に偏して
はならないのは勿論である。従って，いかなる地域においても，少なくとも 2人以上の調査対
象者と面接する。そして例えば2人だけの場合，その中の 1人は，その地域に最も古くから住
んでいる老人で，教育程度は低くて旅行や読書も最少限度に留まっているような人，他の 1人
は，高校卒業程度の教育を受け，その地域外との接触も比較的多い中年の人，というようなえ
らび方が望ましい。
5. 現地での調査結果はその場でこまかく音標記号で記録され，音素の比較対照も面接中
に注意深く行なわれる。言語上の微妙な相違は，調査員の主観が大きく作用するように考えら
れそうであるが，共通の方式でよく訓練された調査員であれば，調査結果は誰が担当してもほ
ぼ同じであることが立証されている。テープレコーダーのような調査器具は非常に有用なもの
には違いないが，実際の調査の雰囲気の中では，よく訓練された調査員の耳には及ばない。39)
6. 面接調査は，日常会話の際の雰囲気を損なわないようにして行なわれる。心理的に緊
張したり，自己の使用する言葉が間違っているかも知れないことを恐れるような気持が働らい
ていては正確なデータは取れない。特に文法的な用法に関するデータの採取には，打ちくつろ
いだ話し合いの際の雰囲気が必要である。
以上のような要領で、行なわれた面接調査は，言語地図作成が決定されて以来， 25年間の中
に約3千人分を終了した。次に示す図-4は，このような調査活動の進行状況を， 1956年現在
であらわしたものである。40)
この図に示されているように， N ew England地方は方言調査の完了している唯一の地域
である。この地方の実地調査は， Kurath教授を中心に 1931年に開始して 1933年に完成， 1939 
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図 4 Progress of the American Atlases 
年には同教授の編集で Handbookof the Linguistic Geogrα片yof New Englandの第一巻が
出版され， 1943年には全巻の出版が完成した。その内容は約600の地図の集合から成り，それ
ぞれの地図は，図-5，6， 741)に示されているように，或る一つの言語特色の行きわたっている
全地域の分布状況を示している。
New England地方の次に調査が着手されたのは，中部太西洋沿岸と南部太西洋沿岸であ
った。この地方の実地調査は， New England地方の主任調査員であった GuyS. Lowman， Jr. 
が1933年から担当したが，彼は 1941年に死亡したので，そのあとはR.1. McDavid， Jr.に引
継がれた。 彼は第二次世界大戦中には調査を中断せざるを得なかったが，その後 1949年に実
地調査を完了している。4Z)
中北部 (North-Central)の各州についての調査は， Michigan大学の H.Marckwardt教授
の下に， 1938年に始められた。これは，いわゆる一般アメリカ語 (GeneralAmerican)の地域
内にも，方言の相違が見られるかどうかを調べるためのテストケースでもあったが，実地調査
の結果この相違がはっきり認められ，改めて地域別に，方言調査の計画が樹て直された。しか
し，第二次世界大戦終結前に完成したのは， Frederic G. Cassidyによる Wisconsin州だけに
とどまり，戦後， 1948年から再び実地調査が始められている。
中西部上方 (UpperMidwest)地域の調査は， Minnesota大学の HaroldB. Allenが中心と
なって 1947年に開始された。 Allen教授は殆んど独力で， Minnesota， Iowa， South Dakota， 
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図-7 The New England pronunciation of tube and new. 
North Dakota，それに Nebraskaの各州を含む地域の調査記録を 1957年に完成させ，なおその
上に， 1，000以とに上る，語いの調査表を作り上げている。43)
ロッキー山岳地帯 (RockyMountain area)の調査は， Colorado大学の MarjorieKimmerle 
教授が指導して， 1905年から始められた。この地域の調査は，財政的にも苦労し，地理的悪条
件が重なってあまり進捗を示していない。実地調査が完了したのは Colorado，Utahの両州だ
けで， Arizona州はその 3分の 2強， New Mexicoはほんの若干， Montana州に至っては，散
発的にところどころ調査が行なわれた程度で、ある。
太平洋岸の調査は，開始が遅れたにもかかわらず，研究費用にも恵まれ，数人の熱練した
調査員がし、たおかげで速い進捗状況を示した。 調査の中心になったのは， California大学の
David ReedとWashington大学の CarrolReedの2人で， U.C.L.A. (カリフオルニア大学ロl
スアンゼノレス校)の JohnMoncurとWashington州立大学の DavidDecampが指導助手を勤
めた。 Washington，Oregon， California， ldaho， Nevadaそれに Montana西部を含む地域の約
3分の 2以上の調査がすでに完成している。44)
Texasを含むメキシコ湾諸州 (GulfStates)についての調査はかなり遅れていて， まだま
とまった調査結果は発表されていない。 Louisiana州立大学の C.M. Wise教授が中心となっ
て調査を担当しているが， 100を少し越えるぐらいの実地調査が終っている程度である。
アメリカにおけるこのような方言調査と呼応して，カナダ、でも徐々にではあるが部分的な
調査が始められるようになった このような動きから，今後1，20年の聞には，アメリカとカナ
(616) 
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ダ全体についても，研究がすべて十分に軌道に乗ることを予想するのは必ずしも無理ではない
であろう。
しかしながら， Linguistic Atlas of the United States and Canadaに関する限りにおいて
は，完全な資料は，東海岸と Ohio河の北で西は Mississippiまでの地域についてしか得られ
ていない現状なので，アメリカ方言の地域的な variationについても，暫定的な結論を出せる
のはアメリカの東半分に限られる。 例えば Kurath教授は， N ew Englandの言語地図作成の
ための蒐集データを基礎にして， 1949年に WordGeography of the Eastern Statesを出版し
たが，この中で示されている主要方言地域は，次の図 845)のように局限されている。(矢印はア
メリ力へ来た移民の移動方向，点線は予想、される方言分布の境界を示す。)
THE NORTH 
1. Northeastern New England 
2. Southeastern New England 
3. Southwestern New Eng]and 
4. lnland North 
(Western Vermont， Upstate 
New York & derivatives) 
5. The Hudson Valley 
6. Metropolitan New Y ork 
図 8
THE MIDLAND 
North Midland 
7. Delaware Valley (Philadelphia) 
8. Susquehanna Valley 
10. Upper Ohio Valley 
(Pittsburgh) 
11. Northern West Viginia 
South Midland 
9. Upper Potomac & 
Shenandoah 
12. Southern West Virginia & 
Eastern Kentucky 
13. Western Carolina & Eastern 
Tennessee 
(617) 
THE SOUTH 
14. Delmarva (Eastern Shore) 
15. The Viginia Piedmont 
16. Northeastern North Carolina 
(Albemarle Sound & Neuse 
Valley) 
17. Cape Feat & Peedee Valleys 
18. The South Carolina Low 
Country (Charleston) 
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この地図上の 3つの主要な方言の境界線は， アメリカを横断し， Kurath教授はこれらを
それぞれ北部 (Northern)，中部 (Midland)，南部 (Southern)と呼んだ。
北部と南部地域とを区切る線は， Sandy Hool王のやや南の NewJerseyに始まり，北西
に向って Pennsylvaniaの Susquehanna河の東支流に達し，それからは北部層のすぐ南の
Pennsylvaniaを通って西へ行く。 Ohioではこの境界線は WesternReserveの南に進んでから
叉北西に向い， lndianaの FortWayneの上を通る。更にこの線が SouthBendに接近すると
やや南西に下降しIllinoisを通って Quincyのやや北の Mississippi河に到達する。
南部と中部地域とを区切るもう一つの重要な境界線は， Delaware州 Doverのやや南の
地点から始まり，いくらか弧形を描いて Baltimoreを通り抜け， Potomac河の北の所で急に南
西に曲る。それから更に， Virginiaの BlueRidge山脈の峰に沿って James河の南部に至り，
そこから NorthCarolina高原へ向きを変える。 SouthCarolinaや Georgiaの南部附辺では，
この境界線はどのように伸びるか，未だ明らかにされていない。46)
このような Kurath教授達の調査結果は勿論，完全に正確なものであるとは言えないであ
ろうが，それで、も，すでに示した図-3にあらわされているような地域的分布の考え方をかな
り修正することになった。 それまでは単純に， New England方吾とか南部方言とか呼ばれて
来たものも，調査の結果が明らかになってみれば，そのおのおのが一つの主要な方言としてみ
なされるには，あまりにも多種多様であり，一一様性に欠けていることが明らかにされたので
ある。
しかしここで述べておかなければならないことは，このような境界線を決定するに当って
Kurath教授は，その著書の題名が示すように，発音や文法などよりも，どちらかと言えば，語
いに重点をおし、て方言の分布を考えていることである。そして叉，改めて注意しなければなら
ないことは，そのような Kurathの境界線そのものが，所詮，方言手の分布を最大公約数的にま
とめて，例外と矛盾を常に含んでいることを前提に，引かれた大まかな線でしかあり得ないと
いうことである。
より厳密な意味で、は，例えば発音の分布範囲を示した境界線と，語L、や文法的用法の分布
範囲を示した境界線とは，必らずしも一致するとは眠らずラそれ故に，一地方の一方言の名の
もとに，これらをーまとめにして論ずることは，或程度の正確さを犠牲にした上で、なければ出
来ない。したがって，より正確な方言の分布状況を見て行くためには，或る特定の語タ特定の
発音，或いは特定の文法的表現の一つ一つについて，その分布状況を isogloss(等語線)47)で示
すことが考えられなければならないであろう。アメリカにおける言語地図の作製も，このよう
な isoglossの調査がその基礎になっているのであって，的次の図-9，49) 10， 50) 11， 51) 1252)の各
図は，このような調査によって明らかにされた，語い，借用語，文法，発音のそれぞれにおけ
る若干の例を示したものである。
(618) 
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自_PIAZZA 'poreh' 
・剛・ TOTE 'carry' 
.ー_.CHERRY SEED 
.・ CORN SHUCKS 'husks' 
図 9 Vocabulary Isoglosses 
図-11 Grammatical Isoglosses 
(619) 
--GOOsER 'peanul' I 
・H ・針ilVAREE 'ser.nαde' I 
_.-. HA干CBARRACK'hay，tackI 
H ・.， CRIPPlE '，erapple' 
... TOOT 'paper-bag' 
図 10 Loanword Isoglo回目
図 12 Pronunciation Isoglosses 
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5 方言の地域差
すで、に見て来たように， Linguistic Atlas of the United States and Canada は未だ完成さ
れておらず¥くわしい調査研究が行なわれた地域も限定されているので，方言の地域的相違を，
アメリカ全土の規模で述べることはむずかしい。しかし，発音だけに重点をおいてその相違を
取上げたものとしては Menckenの研究があり，彼はその大著 TheAmerican Languαgeの中
で，アメリカ各州の発音の特徴を詳細に述べている。53) 一方， Thomasも又，独自の立場から
一応アメリカ全土にわたる方言分布の調査を発音を中心にして行ない，その結果， 1947年の
An Introduction of the Phonetics of American Englishでは，方言分布の区分を，図-1354)の
ように， 7つに分けてあらわした。
前章の終りで、述べた，正確さに対する制約ということも一応十分に意識しながら，ここで
は先ず，この Thomasの研究を基礎にして，この 7つの地域における発音の相違をとりあげて
みることにしたい。55)
図 13
New England東部56)
この地方で先ず目立つのは [r]の発音である。 farを [fa:]， jσrmを [fa:m]と発音するよ
うに，語尾と子音の前の [r]は発音されず，この点ではイギリス英語の発音に近い。 fieJ・ceは
[fI8S] ， scarαは [Sh8S]となって [r]はい]の発音におきかえられる(図-6参照)。
murmur， 1うerverseのような語では，それぞれ [m3m8]， [pdV3S]となって，普通用いられ
(620) 
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ている [3']， [O']の発音は， [3]， [;}]にかわって
しまう。ただし， linking [r] (連結的 [r])とし
ての [r]の発音は残され，far aωりは [far
;}we]となり ，better and betterは [betO';}n 
bet;}]となる。 lawが [br]となり，ideasが
[a1diÔ'z] となるように，しtまし ~i intrusive 
[r] (綴入的 [r])が入ることもある。
cartとcotについては，これらをそれぞ
れ， [ka: t]， [knt]と発音して両者の区別をは
1127 
っきりつけるのもこの地域の特色であるが，cotとcaughtについては，両方とも同じく [knt]
で区別はない。
forest， orange， horridのような語を発音する場合にはヲ oを [a]と発音することが圧倒的
に多いo ask， dance， 1うathなどでは [a]がしばしば用いられ， [a]の発音は，log， mock， gong， 
honk， donkり等において普通である。 doll，involveの場合にも [n]や[コ}が用いられること
があるが， [a]の方が一般的のようである(図-5参照)。
二重母音の [a1]，[:)1]， [au]については， 比較的統ーされた発音の仕方が見られる。 tune，
due， newsなどの語については，時折 [ju]の発音が見られ，absorb， blouse， greaりにも時折
[z]が用いられることがあるようである。
New York市附辺
この地域でも，far，farmは[fa:]， [fa:m]となって，語尾と子音の前の [r]は発音されない
ことが多い。 fierce，scarceにおいては， [r]は[;}]におきかえられるか，或いは全く無視されて，
[I;}s]又は[f1:s]， [ske;}s]又は [ske:s]となる。
murmur， perverseについては， [3']は [3] 
又は [31]と入れかわり， [♂]は[;}]となって
[m3m;}]又は [m31m;}]，[P;}V3S]又は [P;}V31S]
というような発音がなされる。
linking [r]はんra切り [far;}we]のよ
うな場合におこり，better and better・のよう
な場合にも [betO';}n bet;}]となって linking
[♂]が生ずる。 lawが [br]となり，ideasが
[a1diO'z]となって， intrusive [r]が入るのも， N ew Englandの場合と同様である。
cartとcotの発音については，しばしば cartの母音をのばして [ka:t]とすることにより
cot [kat]の発音と区別するが，cotの方も [ka:t]と発音されることがあるので，この場合には
(621) 
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両者の区別はつかない。
forest， orange， horridの発音では，母音はすべて [a]である。 hurryの場合はすべて
[hAri]となり cαrryは [kari]となって，この点については殆んど例外はなくはっきりして
いる。
fourとforはどちらも [b8]が普通で， [br]とL、う発音もまれには聞かれる。 ask，dance， 
pathの場合は [a]が用いられるが，bad， land， thanksなどの場合のように [a]が用いられる
こともあるので，この [a]と[a]については， New England東部におけるようなはっきりし
た区別はない。
log， mock， gong についてはい]の発音が殆んどである。 donkyでは古い形の[A]を用いる
ことの方が， [a]よりもやや多く，honkではい]が普通で、時たま [A]が用いられる程度である。
nice， timeなどにおけるこ重母音は [ar]と発音されるが， [ar]の発音も珍らしくはない。
boilとnoiseのような場合， [:1I]の代りに [3r]と発音されるようなことはあまり一般的ではな
し特徴として目立つ程ではない。 outとtownでは [au]が一番多く， [au]もかなり用いられ
るが， [au]はまれである。
tune， due， newsについては，時々 [ju]が聞かれる o absorb， blouse， greasyの場合も時々
[z]が用いられていることがあるようである。
中部大西洋沿岸 (MiddleAtlantic) 
この地域は東海岸唯一の地域として， [3'] [叶及び語患と子音前の [r]が常に発音される。
この点については， General Americanの発音と区別はつかない。 cartは [kart]となり，cot 
は [kat]と発音されて，これも G.A.と同じであるが， G.A.と異なるところは，時折 cart
[knrt]のような発音も聞かれることである。
forest， orange， horridにおける母音は [a]が
最も普通で、あり，hurry， carりは，東海岸特
有の [hAri]， [kari]が用いられる。 fourにつ
いてはフ [for]となったり [br]となったりし
て一定していない。
ask， dance， pαthの母音は， G.A.や南部
方言のように [a]を用いる。 logの母音は
Philadelphiaから NewJerseyの南部にかけ
てはい]が用いられ， Baltimoreや Washington地区では[コ]が多い。 gongの母音は普通 [a]
で，mock， doll， involzぼなどの場合は殆んど例外なく [a]となる。 donkeyについては [A]が殆
んどであるが， [a]の発音もまれではない。 honkの場合は [a]が普通，ただし [A]の発音も時
折開かれる。
(622) 
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二重母音の [al]は NewYork州のように [01]と発音されることもあり，choiceなどでは
[tf 01S]と発音されるように，しばしば[:)1]は [01]となる。 out，townの発音は NewYorkと
かわらず [au]が標準的，しかし， [au]もまれではなく， [ou]と発音されることもある。
tune， due， neωsの場合は [ju]よりも [u]を用いる傾向が強い。 absorb，blouse， gre.αsyの発
音で [z]がしばしば聞かれるのもこの地方の特徴である(図-12参照)。
Pennsylvania西部
この地域では， [3']， [3']及び語尾と子音の前の [r]は発音される。 log，forest，orange， horrid 
の場合ははが普通で，four， mourn， hoarseなどでは [or]と[:>r]二通りの発音が用いられる o
ask， dance， pathの時の母音は [a]で，これ
らの語については G.A.と全くかわらない。
しかし cotとcaughtの発音に関しては New
England東部の発音にやや近い。普通にはこ
の両方に [D]が用いられるが， [a]や[コ]が同
じくこの両語に用いられる点はこの地域の特
徴である。
hurryとcarryはそれぞれ [hAri]，[kari] 
となって， G.A.よりもむしろ海岸地方の発
音に近い。 doll，solve， involveについては，この地域では[コ]の発音が非常に多く用いられる
のが他の地域には見られぬ特色て、ある。 donkeyの発音では中部太西洋沿岸地帯に比べて [A]
がやや少なく， [:>]の方がかなり多い。
二重母音の [al]， [コ1]， [OU]については， G.A.の場合のように比較的一定している。 tune，
due， newsについても， G.A.のように [u]が用いられるが，absorb， blouse， greaりでは [z]よ
りも [s]の方が一般的である。
南部
G.A.で発音される[3'][3']はこの地域では普通 [3][d]となる。最南部地域では， [3]は子
音があとに続く場合に限って[31]と二重母音
化することもある。 語尾と子音の前の [r]は
発音されず，叉母音聞の [r]も発音されない
ことがある。従って，このような場合切り
は [ve:1]となるのが普通である。
far awayは普通 [fa:dwe]で linking[r] 
は生ずることなく，lawは [b]で intrusive
[r]が入ることはまれである。cart，cot， caught 
(623) 
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はそれぞれ [ko:t]，[kot]， [bt]となって，この三者の区別は困難ではない。
forest， orange， horridの発音では，一般的に海岸地方と同様の [0]が用いられる。 hurry
や carryについても海岸地方のように [hAri]， [kari]と発音されるのが普通である。 four，
mourn， hoarseについては NewEng1and東部のように [Od]と発音されることもあるが，南部
独特の発音として [0:]も同じく用いられる。
ask， dance， pαtんなどでは [ε]が普通で、あるが， Virginia東部では [0]の発音の残ってい
るところもある。 log，mockの母音は普通[コ]を用い，donkey， gongでは [0]と[コ]の両方の
発音が聞かれる。 doll，involveでは [0]が普通で，[J]はめったに用いられることがない。
二重母音の [a1]と[J1]は単母音化して発音される傾向が強い。 例えばfineは単に [fa:n] 
となり，oilはわ:1]としづ風に発音される。 outとtownについては， [au]が普通で， [au]も
しばしば用いられることがある。しかしいu]と発音されることはめったにない。
tune， due， newsはそれぞれ [tjun]，[dju]， [njuz]となって， [t]， [d]， [n]のあとに [j]の発音
が加わるのが普通である。 absorb，desolate， greasyで [z]の発音が用いられることは， G.A.の
場合よりも多い。
南部山岳地帯 (SouthernMountain)57) 
Pennsy1vaniaの場合と同様，この地域では [r][3']及び [0']の発音が用いられる。 cart，cot， 
caughtは G.A.と同様， [kort]， [kot]， [bt]と区別して発音されるが，いずれの語についても
い]が用いられる例がまれで、はない。
forest， horr仏 orangeについては [0]も
[J]も同様に聞かれる。 hU1γy は普通 [hAr1]
で carryは，殆んど例外なしに [kar1]と
なる。
tour， mourn， hoarseの発音では [or]が
用いられ，[Jr]を用いる for，morn， horseと
はっきり区別がつけられる。 ask，dance， patん
では [a]が普通で，log， mock， donkey， gong 
では [J]が普通である。 doll，involveの場合には，[J]よりも [0]と発音される方が多い。
二重母音の [a1]， [J1]， [OU]は，普通 [a:]， [J:]と発音され，南部低地帯では， [au]又は [au]と
発音される。 [t]， [d]， [n]のあとの [j]もこの地域では一般的で，absorb， desolate， greαsyにお
ける [z]も，この地域ではしばしば聞かれる発音である。
一般アメリカ方言 (Genera1American) 
[3']， [0']及び語尾，子音前の [r]が発音されることは普通で，murinur， far， farmはそれぞ
れ， [m3'mO']， [far] ， [form]となる。 cart[kort]とcot[kat]は [r]の有無で区別され，caught 
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は [kコt]と発音されるから，これら 3つの発
音には混同は起らない。
forest， horridヲ orangeの母音は普通[;)]
であり ，hurrツは [h3ri]又は [h3'i]である。
carrツは [kari]又は [keri] となり ，four， 
mourn， hoarseの場合はラ [or]又はおr]が用
いられる。
log， gong， honk， donkeyの母音は[;)]が
一般的であるが [0]ゃい]が用いられること
1131 
もある。 mock，doll， solveヲ involveでは [0]が普通で、， [コ]も用いられないこともないが，
Pennsylvania西部の場合に比べると少ない。
ask， dance， pathでは殆んど例外なく [a]が用いられる。 二重母音の [aI]， [;)1]及び [αu]
の発音は，南部に近い地方を除いては，普通一定していて変化はみられない。
tune， due， newsなどは [tun]，[du]， [nuz]となって [j]の発音は [t]，[d]， [n]のあとには入
らない。
図 14 The ten major regional speech areas: A: Eastern New England; 
B: New Y ork City; C: Middle Atlantic; D: Southern; E : Western 
Pennsylvania; F: Southern Mountain; G: Central Midland; H: 
Northwest; 1: Southwest; J: North Central 
(625) 
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表-3
i Z2uewl N~w York C珂 'sta[ Northern Word City Midland Soulh Middle West 
far， barn， poor， [fo:r， bo:rn， hha，bm|仇 b町 P叫
third B3:d] I Bs:d] frequently， pU:r， B3"d] bO:ln， pU:l，B3:d]. I B3"d] 
though not uni. [3] is occasion. 
versally; others ally dtoiph[3 thong-
say [f，α:r， bo:rn， ized to [31] be. 
pU:r; 63"d] fore consonants: 
[B31d， b3Xd] 
pαrk，farm I [p'札附ー 11pdpωk， [po:rk. fo:rm] [po:k， pO:lk， I [po:rk， fo:rm] 
fa:m， fa:lm] pα:rk; f，α:m， fo:m， fO:lm] 
fO:lfi， fo:rmJ， 
loss fo陀fqpuoEsntvtowel 
[r] frequent al・
though not uni. 
versal 
orange， foreign I [ann偲 fann]I [an向 fannJ [0ロnd3，fann] [吋 hnnllMd3brm
predominantly; p陀dominantly; 目別casionally
also [onnd3， also [onnd3] and I [annd3， farm] 
:>nnd3， fo・， [:mnd31 
bロn]esp. in 
more western 
sectIons 
greaモy I [grisXJ I [grisi] I [gris可innorth. I [griz!] I [grisi] 
ern sectlon， 
[griziJ in 
southern section 
lune， duty I [tu'.'， d叫 [uun]， often …mc|川 n]: I ~川un; d叫sometimes [llUn， [tun]，凹凶sion. times [tjun， tun] I occasionally dluti] 。un]and ally [りun] [tun] 
[dlUlI， djutI] 
hog‘frog， dog l…dahi町山 rosf叩 heI [h~g， f咽阿Ii同 fr:>g]叫
[hng] and [仕口g]; ωsionally [hng， I northern mid- I -I [hαg. frog]; [d~g] 
[~g] I fmg]; [dJg] I land sections， 
with common 
us沼of[h~g， fr:>gl 
in more southern 
sections， as in 
Dclaware， Mary-
land; [d;)g] 
four， hoarse I [foo， hoos]; and [b， f~:I， fJ:r; [f~ ;r， h:J:rs] in I [fo:l， hO:ls] I [fo:r， ho;rs] 
[f:JI， h~;)s] h~:s， h~;)s， h:>:rsJ northern scc・
国peciallyin l.on5; use of [0] 
southern sections as in [fo;，-]. etc. 
in 50uthern mid-
land and in 
、，vestern
Pennsylvania 
sections 
Qsk， dance I [ask， dans]; use [ask， dans] [ask， dans] [ask， dans]; and I [ask， dans] 。f[ask， d詑n5] [a-ask， da-d口ns]
cBlraolwly inig n eU srPb0a・n by somc in tide-
watcr Virginia 
areas 
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| 凸Es訂て一fゴP: ， /ω4“巾仰Jυ川Id New York Ct'ntral ヘYρr!zcrtlWord Cily Mid/and Sourh Midd/c Wcsr 
worry. courage [w^ri. khnd31 [Whri. khnd3] Id19r… k3nd3， k:ndポ
when， where {品En，MEa); [WEn， [WEn， WE;)-:T] frequently [wcn， i [品En，品EJ)with I 5ame a5 South 
WE;)] in larger WE:Y); al50 [爪En，I growing use of 
日rb昌nareas ME:T) I [WEn， Wロ]in 
Jarger urban 
areas 
nia， blind [nal5・n臼15.
blamd・blamdJ I blamdゐlamd] blamd・blamdJ blamd， bl礼 "nd，I blO!nd， blamd] 
blamdJ; [OIJ be-
fore voiccles5 
conson，mts， as 
川 Ilia.and [0"" 
a'IJ以;forc voiccd 
consonants as 1n 
/ltne ln e江stcrn
Va. (and Onta・
rio， Canada) 
もっとも， Thomasもその後の調査の結果， Kurathの言語地図のための調査の時と同じ
ように，この GeneralAmericanの中にも更に地域差があるのを認めていることをここにつけ
加えておかねばならないであろう。58)1958年の改訂版では，彼は更にこの GeneralAmerican 
を4つに区分し，アメリカ全土の方言区域を図 1459)のように， 10に区分し直している。
もとよりこれは， Thomas自身の，発音を基礎にしての調査結果によるものであるから，
Kurathのどちらかといえば語いに重点をおいたと見られる言語地図の調査の場合の方言分布
の境界線とは，微妙な喰違いが生じていることは否めない。しかし少なくとも概観的には，す
でに明らかにされた範閤内での境界線の引きかたに，かなりの相似が見出されることも事実で
ある。恐らく調査がもっと進むにつれて，地域差は更に複雑な形で露呈されて来るであろうが，
同時に，方言分布区域を細分化しようとすればする程，多くの例外と矛盾が錯綜して，境界線
の決定に困難性が増してくるであろうことは想像に難くない。
Bronsteinも，このような方言区分の困難性に言及しながらも，最大公約数的に発音の相
違を認知出来る例として， New England東部， New York市，中部大西洋岸地帯，南部，中
西部北方の五地域を選定し，その発音の相違を表にあらわしてみた。すでに概観を試みた
Thomasの発音上の地域区分との比較対照とまとめの意味で，ここに掲げ、たのがその表であ
る(表-3参照)060)
次にもう一度， Kurath等の言語地図のための調査による方言分布に立戻ろう。 すでに述
(627) 
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べたように，現在までのところ，この方言調査によるくわしいデータの蒐集は主として太西洋
沿岸地帯に限定されているが，その範囲内では，かなり詳細な方言区分がすでに決定されてい
る。次の図-1561)は，この東海岸の方言地域の部分を拡大したものであるが，これら各地域に
おける方言の特徴を，今度は， Fancisの調査資料62)を基にして検討を加えていきたし、63)。
なお，言語地図のための調査の際には，地域的な方言の姿を出来るだけ実態に即して記録
出来るよう，資料提供者を次のような3つのグループの中からそれぞれえらぶことにした。し
たがってここでは，このような各階膚の使用言語の levelの相違をも考慮に入れて，文中では
L皐」L圃 r
寸 .uν
図-15
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これを， A， Bラ Cとしてあらわす。これらに( )がつけられている時は，そのグループの言語
表現が，その場合，あまり一般化されていないという意味である。叉[ ]内数字の，例えば
[1-6]は，地図上の 1から 6までの地域を包含することを示す。
A. 古風で，あまり品のよくない教育程度の低い人々の言葉
B. 若くて現代的な，普通の教育を受けた人々の言葉
C. 洗練された，教育程度の高い人々の言葉
I. 北部 (TheNorth) [1-6] 
発音
mourmngとmorning，hoarseとんorse，fourte，仰と forりなどにおいて，それぞれ，前者
の場合は [0]，後者の場合はい](又は [oh]と[Jh])となって，発音上の区別がはっきりしてし、
る。臼)A， B， C. 
haunted， carelessなどにおける弱音節の
中の日は南部の場合と同じように， [王]と発
音される。 A，B，C 
stairs， careにおいて，これも南部の場合
と同様， [a](又は [ah])が用いられることが
ある。 (A)，(B)， (C). 
loudにおける二重母音は，音声学的には
いu]又は [uu]となり，音素的にはいw]となる。 A，(B). 
withの thは常に [d]と発音される。 A，B， C. ただしこの傾向は，北部内陸地帯では弱
まる傾向がある。
動詞の grease及び greasyの -sー の発音は [s]となる。 A，B， C. 
rootsの発音に [u]を用いる。
won'tの発音に [8]を用いる。 A，B， (C). 
gumsの発音に [uw]， [u]を用いる。 A，(B). ただし北部内陸地帯ではこの傾向は弱い。
because を [b正k~z] と発音する。 A， B， C. Carolina州， Georgia 1'1南部の低地帯でもこれ
と同じ発音が聞かれる。
語い
「バケツ」のことをρaiZという。 A，B，C.(ただし，中部と南部地方では bucketである。)65)
「台所から出る残飯」のことを swillという。 A，B， C. (中部と南部地方では slopを用
L、る。)凶)
「木造家屋外壁の下見板」のことを clapboardsとし、う。 A，B， C. (中部と南部地方では，
weatherboards叉は weatherboardingを用L、る。)
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「小川」のことを brookとし、ぅ。 A，B，C.ただし北部内陸地帯ではこのいい方はあまりな
い。南部では branchである。67)
「種」のことを (cherry)pitとし、う。田)A， B， C. 
「みみず」のことを anglewormという。69) A， B， C. 
「トウモロコシの粉に， ミルク，水，卵などを入れて焼いたパン」のことをjohnnycakeと
いう。70) A， B， C. 
「荷車や馬車の遊動棒」のことを whit芦etree又は whiPpletl百という。 A，B， C. 
「雨どし、」のことを eavestroughとし、う。 A，B， (C). 
「フライパン」のことをやiderという。71) ただし北部内陸地帯では，この傾向は強くない。
「荷馬車のながえ」のことをfills，又は thillsという。 A，B.
quite (spry)というような表現をする。 A，BラC. ただし，中部，南部地方では rightで
ある。
文法
diveの過去形にヲ dove[dowv]を用いる。 A，B， C. 
sick to the stomach (はき気がする)のような表現がある。72)A， B， (C). 
All to onceと言ったりする。 (A)，(B). ただし，北部内陸地帯ではあまりない。
(he isn't) to homeとし、うように d のかわりに toを用いる。73) A， B.この表現も北部内陸
地帯ではあまり用いられなL、。
‘oughtnγ というべきところを hadn'toughtとし、う(図-11参照)0A， B.74) 
ωas notが ωa'n'tであらわされ itwa'n't meというように表現される。 A，B. ただし北
部内陸地帯ではあまり用いられない。75)
seeの過去形に，現在形と同じ seeを用いる。76)A， B. 
climbの過去形に climを用いる。77)A， B. 
How be YOu? Be 1 going to ?とし、うような， b巴動詞の使い方をする。78)A.ただし，北
部内陸地帯ではまれである。
beginの過去形にやはり beginを用L、る。 (A)，(B). 
'scaredラを scairtと表現する。 A，B.
1 -a. N ew England東部 (1，2) 
発音
afternoon， glass， bath， Franceなどの語の αは普通 [a]と発音される。 barn，yαrdなど
の場合には，例外なく [a]である(図-5参照)0A， B， C. 
barn， beard， four， Thursday， horse， fatherなどの [r]は母音の前に来る場合を除いて発
音されない。ただし ideaofitや 1saw himなどの場合には， linking [r]， intrusive [r]が生ず
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るのは普通である。 A，B， C. 
croρ， lot， logなどにおける“short目。"は
わ]と発音される。したがって，fought laω， 
horseなどの[コ]と，区別がつかないことが
多い。
Tuesday， due， newなどの tラd，nのあと
では， [uw]の発音が用いられる(図 7参照)。
A， B， C. 
stone， coatなどにおける oは [0]と発音される。 A，(B)， (C). 
beard， ear等においては [ih]の発音が用いられる。 A，B， C. 
語い
「豚小屋」を pig-styという。79)A， B， C 
1137 
「凝固させたミルクJ(curdled milk)のことを，bo刃ny-clabber，又は bonny-clapperとし、
う。80)A， B， C. 
'cottage cheese' (白くて柔かいチーズの一種)のことを，sour-milk cheeseという。81)
A， (B)， (C). 
'deep-dish pie'のことを， αppledowdyとし、う。 A，B， C. 
「スズカケノキJ(sycamore)のことを buttonwoodとし、う。 A，B， C. 
文法
waked upのような表現がある。 A，(B)， (C). 
New England北東部 (1)では rzseの過去形を 'rose'の代りに rzzを用い，同じく過去形
‘dove'を div，‘drove'を driむとして用いる。又，分詞形の‘going'を gωzneとしたりする。
A. (1 was sitting) agin him，というように， 'next to'の意味で againsthimを用いることも
ある。 A.
I-b. 北部内陸地方 (4)
発音
horse， four， father等の詰における母音
のあとの [r]は発音される。 A，B， C. 
on， hog， fog， jヤogの oは [a]と発音さ
れる。82) ただし，dog， log は [a]とならない。
A， B， C. 
Tuesday， due， new， music， beautijμJの発音で， [iw]又は [iw]が用いられる。 A，(B)， (C). 
ただし，五大湖地方及び中西部上方では，この傾向は強くない。
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語い
「玄関口」のことを stoo1うという。83) A， B， C. 
1凝固させたミルク」のことを，lobbered rnilk，又は l01うperedrnilkとし、う。8") A， B， C. 
‘cottage cheese'のことを，Dutch cheeseという。85) A， B. 
「砂糖かえで栽培閏Jのことを sugarbushとしづ。 A，B， (C). 
「石塊などを短距離の場所に運ぶそり」のことを stoneboatという。86)Aラ B，C. 
文法
ther己arebuttons onto the coatとし、うような表現をする。 (A).
we burn coal into the stoveというような表現をする。 (A).
I-c. New York市及び Hudson河流域 (5，6) 
発 音(特に NewYork市附辺について)
母音の前に来る場合を除いて [r]音は発音されない。 A，B， C. 
rnournzngとrnorning，hoarseとhorse等の発音上の区別がつかない。 A，B， C 
adjournと adjoin，curlと coil等の発
音で[<'ly]を用いる。 A，B. 
Marッ dairyにおいて， [e]の発音を用
いる。 A，B， C. 
foreig託、 ora，η'ge，borrow， on， hog， frog 
fog， log (ただし dogを除く)等の語の oは
すべて [0]と発音する。肝)A， B， C. 
panのような語に [aL・1を用いる。
A， B， (C). 
lawnのような語に [:)1・]を用いる。 A，B， (C) 
won'tの発音に [uw]を用いる(図-12参照)0A， B， C. 
wheelbarrowなどの語では [hw]の代りに常に [w]が用られる。 A，B， C. 
bottle， rnountain等において [t]の異音[?]が用いられる。 A，B.
thisなどの発音で[ぢ]の代りに [d]が用いられる。 A，B. 
Long Islandのような語の発音で， [IJ]は [IJg]というように発音される。 A，B. 
語 い (Hudson河流域を含んで)
「牧師」のことを Dorninieという。88) A， B， C. 
‘cottage cheese'のことを potcheeseとL、う。89) A， B， C. 
「ドーナツ」のことを oilcookという。 A.
固有名詞の場合 1小川」の意味を -killであらわす。 A，B， C. 
(632) 
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田合目では「四本柱で屋恨を支えた乾草おおし、」のことを barrack，又は hay-barracんと
いう(凶-10参照loA， B.
田舎では「とうもろこしがゆ」のことを suppawnという。 A，B.
田舎では「からかつて歌う恋歌」の意味で，skimmerton又は skimmiltonを用いる。 A，B.
文法
He lives in King Streetというような表現をする J A， B， (C). 
We stood on lineというような表現をする。 A，Bラ c.
I. 中部地方 (7-13)
発音
母音のあとに来る (r]は発音される。
A， B， C. 
on， was九wasρヲ logヲ llOg，frog，戸g等
の発音におし、てヲ[コ]， [コh]又は [:>w]が用い
らオ1る。90) A， B， C. 
Aおり，dairッの発音で [e]が用いられ
る。 A，B， C. 
haunted， careless等における弱音節の発音に[;J]を用いる。 A，B， C. 
stomachの弱音節の発音に [i]を用いる。 A，B. 
withの thの発音は常に [8]となる。
ωash， Washingtonの発音に，しばしば [r]の発音が入る。91) A， B. 
語い
「巻上式日よけ」のことを blindsとしづ。 A，B， C. 
「フライバン」のことを skilletという。92)A， B， C. この傾向はなお強くなりつつある。
「とんぼ」のことを snakefeederという。 A，B， (C). ただしこの地方の南の方では snake
doctorを用いている。
「紙袋」のことをpokeという。 A，B， (C).ただし Pennsylvania東部を除く。
牛を呼ぶ場合に sook!という表現を用いる。 A，B， C. 
「さやいんげん，さやえんどうなど，さやを食べる豆j のことを green-beansという。
A， B， C. ただし Pennsylvania東部を除く。
「一寸の距離」の意味を alitle pieceと表現する。 A，B， C. 
「皮をむく」とし、う意味の動詞に hullを用い， to hull beansというように表現する。
A， B， (C). 
文法
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climbの過去形を‘climbedラとしないで clumを用いる。93) A， (B) 
seeの過去形として‘saw'の代りに se，仰を用いる 094)A， B 
三人称複数形を you-unsであらわす。95) A， (B) ただし， Pennsylvania東部を除く。
'as far as'の意で，all the furtherを用いる。96) A司B.
'1'1 wait for yoぜの forの代りに onを用いて1'1wait on youとし、う。97) A， B， (C). 
1 want offのような表現をする。 A，B， (C). 
時聞をあらわすのに quartertil elevenというような表現をする。 A，B， C. 
II-a. 中北部地方 (7，8， 10， 11) 
発 エ"同
Tuesdayフ newヲ due等ー において，t， dヲn
のあとに [uw]の発音を用いる。田)Aヲ B，C 
mourmngと morning，hoarseヒ
horse等において発音上の区別はつけられな
い。99) A， B， C. 
creekの発音では [i]を用いることが
殆んどである。 A，B， (C). 
語い
「雨どL、」のことを ψouting又は spoutsという。 A，B， (C). 
「小;1Jの意味で runを用いる。1凹)A， B， C. 
‘cottage cheese'のことを smωrcaseという。101)
II-b. Pennsylvania東部 (7，8)
発
??
jシog，hog， fog等の oを [a]と発音する
(ただし dogは例外)0(A)， B， C. 
morning， warning， bαrn， marblesの発
音に [Jr]を用いる。
me， be， see等の発音に [iy]が用いら
れる。
語い
れる。1位)
「乳母車」のことをおbycoachとし、う。 A，Bフ (C). ただし， Philadelphia地区に限ら
「舗装した人道」のことを pavementとし、う。 A，B， C. 
更にこの地方では，次のようなドイツ語風の語いが用いられている。
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「紙袋」のことを papertootという(図 10参照)0A， B. 
「卵をだいているめんどり」の意味で clookを用いる。 A.
「豚肉のこまぎれとトウモロコシ粉で煮固め，薄切りにしたりフライにしたりする料理」の
ことをρonhawsとし、う。 A，B. 
「ドーナツ」のことをfatcakesc. l、う。103)A， (B). 
1I疑固させたミルク」のことを thick-mi伐という。1但)A， B. 
「幽霊」のことをやookという。105) A， B， C. 
「乾燥果実」のことを snl.おとしづ。 A，B.
文法
sick on the stomach (吐き気がする)としづ表現が用いられる。106)AラB.
ドイツ語以Jな言い方として，例えば 'algone'のかわりに allを用い， (the oranεes are) 
allという風に表現する。 A，B.
同じく，‘workup'の代りに gotαwakeを用いる。 A，B. 
II-c. Pennsylvania 西部 (10)
発音
cotと caught，collarとcaller等におい
て発音上の区別はつけられない。 A，B， C. 
foodの発音に [u]を用いる。 AラB.
drouthの発音に [uw]を用いる。 A，(B). 
霊童王 r、
ロ V' 
「掛けぶとん」の意味で halうを用いる。
A， (B). 
「凝固させたミルクj のことを cruds又は cruddedmilkという。 A，B.
'remember'の代りに mindを用いる。 A，B， (C). 
「かき集めた乾し草の山」のことを haydoodんという。 A，B.
「しまりす」のことを grtnnだという。 A，B.
「灯i由」のことを carbonoilという。 A，B. 
「乳母車」のことを babycabとし、う。 A，B.
II-d. 中南部地方 (9，12， 13) 
発音
nice timeを発音するような場合に，有芦子音，無声子音の前では [ay]が [a.]又は [a叶と
なる。 A，B.
童五
回ロ い
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「ハーモニカ」のことを斤enchharpと
いう。 A，B， (C). 
「かついだり，かかえたりして運ぶ」と
いう意味で、packを用いる。 A，B. 
「凝固させたミルク」のことを clabber
milkという。 A，B， C. 
「みみずJのことを redwormとし、う。
A， B. 
「砂糖かえで」のことを sugar・t1加という。 A，B， (C) 
「炉だなJのことをβreboard又は mαntelboardという。 A，B. 
「牛を飼うための圏し、」のことを milkgap又は milkingg，αlうとし、う。107) Aラ (B).
文法
犬にかまれたことを dogbitというように表現する。
(the sun) raisedというように roseのかわりに raisedを用いる。 A，(B) 
drinkの過去形及び過去分詞形をともに drinktであらわす。A.
shrinkの過去形及び過去分詞形をともに shrinktであらわす。 A.
swimの過去形にも同じく swzmを用いる。A.
'sat'を用いるかわりに sotdownという。 A.
所有格をあらわすのに Oωuγrn，Yo仰ur問nというように nを用いる。J1別0凹8
I r悶an0仰nh恒1mというような表現をする。 A，(B). 
IU.南部 (14-18)
発音
母音の前に来る場合を除いて [r]は発音
されない。 (A)，(B)， C. linking [r]， intrusive 
[r]も南部方言では生ずることがまれである。
Maりなどの発音では [ey]が用いられ
る。 A，B， C. 
haunted， careless等の語における弱音節
の発音では[i]が用いられる。 A，B， C. 
towel， funnel， montαznの発音で [il]， [in]が用いられる。 A，B， (C). 
bleatの発音で [ey]が用いられる。 A，B， (C). 
lvlrs.の発音で [z]が用いられる。109)(A)， B， C. 
語い
(636) 
アメリカ英語における方言の研究
「たきつけ」のことを lightwoodとし、う。110) A， B， (C). 
牛がなく 'moo'を lowという。111) A， B， C. 
「物を持運ぶ」ことを toteという(区)-9参照)0A， B. 
'take， escort'の意味て、 carryを用いる。 A，B， (C) 
「豚の小腸(食用)Jを chittlinsとしづ。112)A， B， C. 
牛に呼びかける場合に co-wench!とし寸。 A，B， C. 
「豚の内臓(食用)Jのことを hossletとし、う。113) A， Bラ C.
1143 
「さやいんげん」のことを snα:pbeans又は snajう5 とし、う。114)A， B， C この用法は更にひ
ろまりつつある。
「ハーモニカ」のことを ha/ア又は mouthharlりという。 A，Bラc.ただし Charleston地
区を除く。
「ひとかかえのたきぎ」のことを turnofwoodとし寸。115) A， B， (C). 
「ドーナツ」のような菓子をfrittersという o A， B， C. 
「南北戦争」のことを‘CivilWaどといわないで Con)争derateWarとし、う。 A，(B)， (C). 
文法
“wasnγ の代りに wan'tを用いて itwα12'[ l1zeという表現をする。これは北部について
も同じである。116)A， B， (C) 
he belongs to be carザばという表現をする 117)Aラ B.
“heard"の代りに heel・nを用いて，heern telというような言い方をする 0118) A 
h巴doesを hedoとし、う。 A闘
'makes'の代りに mαkeを用いて whatmake (him do it ?)のように言う。 A
‘am'の代りにおを用いて，is 1…?のように言う。A.
‘going'を gωlneと言う。 A.
h巴feloutn the bedのような表現をする。 A.
(1 like him) on account of (heラsso funny)のような表現がある。119)A， (B). 
'both'の;意味をあらわすのに alltwo， 
又は αIbothとし、う。 A，(B). 
III-a. Virginia東部 (14-15)
発音
house， outなどの無声子音の前では [8U]
又は [AU]が用いられるが，down， loudのよ
うな有声子音の前では[♂u]が用いられる。
A， B， C 
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pastureラ st正llrs等若干の語の発音で [a]が用いられる。 A.
white， niceなどの無声子音の前ではいi]又は[-ei]が用いられるが，time， rideのような有
声子音の前では， [a'f]又は [a・e]が用いられる。 A，B， C. 
homeに [u]を用いる。A.
afraidに [e]を用いる。 A，B， C. 
語い
「卵入りのやわらかいノ4ン」のことを batterbreadという。120) A， B， C. 
「貯蔵室」のことを lumberroomという。121) A， B， C. 
「麻の袋」のことを crokersack又は crocussackという。 A，B， (C). 
「牛を飼うための囲し、」のことを cuρ'pinという。122)A. 
「殻物の貯蔵所」のことを cornhouseとし、う。123)A， B. 
「ばった」のことを hoρ'pergrassとし、う。124)A. 
「ピーナツj のことを goobersという(図 10参j照よ A，B， (C). 
文法
climbの過去形を‘climbed'としないで clomeを用いる。 A.
seeの過去形に，現在形と同じ seeを用いる。 A，B. 
1 ran up on him，のような表現をする。 A，B. 
he did it for puゆoseのような表現をする。 A，(B). 
III-b. 南 Carolina及び Georgia低地帯 (18)
発音
house， nightなどの無声子音の前では，
[;lU]， [AU]及び [;U]，[-ei]が用いられる。 A，B，
C. ただしこれは海岸地方に限られる。
birdのような語の発音に [3王]が用いら
れることがある。 (A)，(B)， (C). 
road，lりostなどの発音に [0・"]が用いら
れ，eight， drainなどの発音に [e・']が用いら
才Lる。 A，B， C. 
ωんψ，ωheelbarrow等の発音で [w]が用いられる。 (A)，(B)， (C). 
pot， croρ，oxenの発音では oは[コ]となる。 A，B， C. 
<[I'.Jon'tの発音では [u]又は[り]が用いられる。 (A)，(B)， (C). 
[r]の前では，前母音一個だけで発音される傾向がある。その結果，earと αir，fearと
fair等は同音異義語になる。 A，B， C. ただし海岸地帯の上部ではまれである。
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coopの発音に [b]を用いる。 A，B. 
with， withoutの thはすべて [8]となる。 A，B， C. 
1うa，ma， palm， calmなどの母音ば [ah]となる。 A，B， (C). 
語 L、
「たきつけ」のことを fatwoodとし寸。 A，B， (C). ただし南 Carolinaでは海岸地帯ラ
Georgiaや Floridaでは内陸部に限られる。
「作りつけになっていない衣装だんす」のことを戸百5又は clothespressという。 (A)，(B)， 
(C) 主に SanteeValley附辺においてこの傾向がある。
「玄関口Jのことを stoopという。125) (A)， (B)， (C). 主に SavannahValleyにおいて見ら
れる。
「豚肉のこまぎれととうもろこしをいっしょに煮固め油であげた料理J(scrapple)のことを
αψlりたという。 (A)，(B)， (C). これも SavannahValleyに限られる(図-10参照)。
「ピーナツ」のことを groundnutsという。 A，B， C. 
「ミルク，卵，肉入りのやわらかいパンJ(spoon brωd)のことを awendαω という。 (A)，
(B)， (C). ただしこれは Charleston郡に限られる。
「草原」のことを savannahという。 A，B， C. 
「さとうもろこし」のことを muttoncornという。 A，B， (C). 
「ねり粉を丸めてゆでたゆでだんご、」のことを corndodgersという。 A，B.
アフリカ語の影響を受けて，更に次のようなことばを用いる。
「食用がえる」のことを bloody-nounという。 A，B， C. 
「かめ」のことを cooterという。1お)A， B， C. 
「ピーナツ」のことを pindersという。127)A， B， (C). 
「ひつぎ」のことをpintoという。 (A). これは主として Negroの言葉である。
「白人」のことを buckraという。128)A， B， C. 
文法
he come over for tel meというような表現をする。 (A).
動詞の過去形や過去分詞形を現在形そのままで代用する傾向がある。 (A)
IV。 南部及び南中部 (9，12-18) 
発音
Tuesday， due， neω 等の発音において t，d， nのあとは [yuw]となる。 A，B， C. 
fi'G民 my等の発音では [a・e]又は [a・]が用いられる。 A，B， C. 
mourningとmorning，hoarseとhorse，fourteenとforty等の発音では， [0] と[コ]がは
っきり区別される。 A，B， C. 
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mountain， loud等の発音では多く [aw]
が用いられる。 A，B， C ただし Charleston
地区ではまれである。
stairs， care， chairにおいて [a]の発音
が用いられる。 A，B， C. 
ρoor，your等において [0]の発音が用い
られる。
COOp， cooperでは [u]の発音が用いら
れる。
ρutの発音に[;J]を用いる。 Aフ (B).
bulムbulge，budgetの発音に [u]を用いる。 A，B， (C). 
sisterヲdinner，scissors， pretty， milk， mirror等の発音で [i]が用いられることが多い。
語 い
「白パンJのことを lightbreadとし、う。 A，B， C. 
「凝固させたミルク」のことを clabberという。 A，B， C. 
「殻物のからJのことを cornshucksという(図-9参照)0A， B， C. 
「貧しい寝床Jのことをpalletという。 A，B，C 
「新米の牧師」のことを jacklegpreacherという。 A，B， (C) 
「軽い間食Jのことを snackという。 A，B， C この点については NewYork市も同じで
ある。
「鳥の叉骨」のことを pulleyboneという。 Aヲ B，C 
「とんぼ」のことを snakedoctorという。ただし， Carolinaから Georgiaにかけての海
岸地帯は例外である。
「幽霊」のことを ha'nts又は hauntsとし、う。 A，Bラ (C).
‘forget'のかわりに disrememberを用いる。A.
「乾し草の山」のことを hayshocおとし、う。 Aラ B，C. 
「小)[!Jのことを branchとし、う。 A，B， C. 
文法
二人称複数形をあらわすのに，you-allを用いる(図-11参照)0 A， B， C.129) 
might couldのような言い方をする。130)A， B. 
l'm not for sureのような言い方をする。 A，B.
seeの過去形に‘saw'を用いないで seedを用いる。131) A. 
冠詞の anを用うべきところを αで代用して aajゅんとするような言い方がひろがりつつ
(640) 
アメりカ英語における )j言の研究
ある。 A，B. 
takeの過去形に 'took、を用いないで，例えば 1takenのように言う。 (A)，B. 
takeの過去分詞は takenの代りに tuckを用いる。 A，(B). 
he与の過去形を 'helpedヲとしないで holpという。叫 A，(B). 
1147 
rzseの過去形を 'roseヲとしないで rzzを用いる。 A この点では NewEngland北東部で
も同じである。
過去形 'dived'の代りに divを用いる。 A. この点も NewEngland北東部と同じ。
mayの過去形に‘mightうを使わないで例えば moughthaveのような言い方をする。133) A. 
fistムposts，costs等，複数語尾の発音に [1Z][gZ]を用いる。 A.
1 ('ve) done told you thatのような表現をする。 A，B. 
「買ったノミン」の意味を boughtbreadというように表現する。 A，B.
use to didn'tを用いてラ例えば，“Heuse to didn't like it"のような表現の仕方をする。134)
A， B 
6. 結 語
以上，アメリカ英語の方言の地域的相違を，発音，語い，文法の 3つの面から概観を試み
て来た。そしてその結果先ず感じられることは，やはりアメリカ方言の特色は，発音の凶にお
けるよりもラむしろ語いや文法的用法により多くあらわれているのではないかということであ
る。lお)例えばう hoarseと horse，mourningと morningにおける [0]と[コ]の区別，grea5y， 
A1r5等に [s]を用いる場合と [Z]を用いる場合の相違，Tuesdayや new，due等の母音の前に
[j]に似たわたり音が入るか入らないかの問題，それに intrusivε[r]を含めて， [r]音の添加の
有無等々ラ それに少なからず例外が入り込んで， 発音上の地域的差異はう 極めて徴妙であり
且つ軽微であると言わざるを得ない 136) しかも，この軽微な相違そのものも，教育程度の低い
古い世代の人々の発音に目立ちやすい事実を考えればラ教育の普及が一層進んで行くにつれて
標準化も進み，相違は吏に軽散なものになって行くであろうことも想像に難くない。従って，
特にアメリカの場合，方言学者でない一般の人々がフ方言の地域的相違として受けとめている
ものの実態は，発音よりも，多分に，語いや文法的用法にあるのではないかと思われる。これ
らの領域においては，地域的相違の範囲と程度は，より多く明確な形で感じられ易いからで
ある。
例えば語いの点では，よく引合いに出される例であるが，earthωormの分布状況など，
方言研究の格好の資料を推供しているといえるであろう。 調査の結果ではラ印rthwormは都
市の中心地の教養ある人々によって用いられ，それに対して anglewormは北部の地域語であ
り，fishwormは中部地域，fishingωormは南部沿岸の地域語であることが判明している。又
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fishwormの用いられている広い地域の中で，fish baitとか baitwormというような語も併
存してし、ることもわかった。
更にこの earthwormについては多数の地方語があり，その多くは主として年長の比較的
教養の低い人々によって用いられている。例えば NewHampshireや Massachusettsの一部
の地域では mudwormが用いられ， Rhode Islandでは eaceωonn，Connecticutの奥地では
angle dog， Virginiaの東海岸では groundωormが用いられているといった風にである。こ
の語は更にラ NorthCarolinaの山地では redworm Vこ変り， Ohio川の一部地域では dew
wormと呼ばれる。 Massachusettsの Buzzards湾一帯， Pennsylvaniaのドイツ入居留地域，そ
れに， North Carolina， Maine， Wisconsinのドイツ入植民地帯などでは rainwornIが用いられ
ている例もある。137) このように，e，αrthwormについては，比較的古い地方語が豊富にあり， 3 
つの明確な地方語があり，その上に更に， South Carolinaや NorthCarolinaや Virginiaの沿
岸沿いにヲ地方民の教養語としての earthωormがある， ということになるのである om) すべ
ての語がこのように，かなり明確な形でその地域的分布を決定出来るというのではないが，
isoglossを作るにしても，少なくとも発音よりは，その分布の領域を決定し易いように思えて
ならない。
一方ヲ文法的用法についての方言的特徴は，すでに見て来たように，先ず語の変化形に明
確にあらわれる。現在時制に関していえば，三人称単数の変化を，heωαntとか shewriteな
どのように 5を削除したり ，1 has some good jト閉めとか Youis in lots 01 trolめんなどのよ
うにラ一人称や二人称にも，三人称独特の形を用いているのがその例である。
動詞の過去や過去分詞においては，地域的相違は更に顕著にあらわれることも，すでに示
した数々の例によって明らかである。そしてこの場合，地域によって，変化形の古い形をその
まま保持している場合と，類推過程によって，不規則なものを単純化する場合と，二つの正反
対の傾向が認められることもわかった。
この中，古い形の起原は，主として初期の英語のいわゆる強変化動詞が，不定詞と過去分
詞に加えてう複数の過去形と単数の過去形を持っていたとしづ事実によるものであろう。した
がって， τιJriteの過去形として用いられている writは，begunや swumと同様に，古い複数
過去をあらわしたものがそまま方言の形で残されたものといえるのかも知れない。
しかしこれとは逆に，現代に至る動詞の発達の圧倒的な傾向は，古い少数の活用を犠牲に
しても，規則変化を強化増大する方向に向って来た。これは結果として，過去形や過去分詞の
形にさえ反対して，現在形の語幹に接近して行く傾向であると考えられる。この傾向も，すで
に見て来たように，標準以下のことばの形においては類推課程によって特に強められて，know 
や seeのような不規則動詞にまでわlOwedseedのような過去形が用いられ，過去分詞形として
も，have ga問 ，haveωrote， has wentのようになったりしたの そしてその反面 1done， he 
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takenのように過去分詞形と過去形が入れかわって，前述の傾向と逆行するかの如く云われる
現象も地域によっては見られるが，これも，標準的英語には見られなかった，一種の類推作用
の結果と見るべきなのであろうか。
このようにして見てくると，発音，語い，文法のいずれをとってみても，一様に言えるこ
とは，標準以下のことば，すなわち比較的教育程度の低い，古い世代の人々の使うことばの中
に，その方言的特色の多くを見出せるということになるようである。それならば，近代的交通
機関や，ラジオ，テレビ，新聞等マスコミの発達に加えて，教育の高度の普及が，アメリカ英
語においても徐々に，その方言的特徴を弱めていく傾向にある，と結論づけても差支えないで
あろう。事実， California大学の Stewart教授も，このような傾向を指摘して次のように述べ
ているのである。
“The differences are probably becoming less. The distinctive New England dialect 
has been largely sugmerged in the populous centers of Massachusetts， Rhode Island， and 
Connecticut. Southern speech， also， isalmost certainly growing closer to General Ameri-
can because of modern methods of communication. Even fifty years ago a child might 
grow up in a southern town， seldom be twenty miles away from it， and rarely hear any 
speech except that of the neighborhood. Now a southern child is likely to have radio， 
TV， and motion pictures， and on them al will hear mostly a dialect that is not his local 
one. If a comedian in New Y ork or Hollywood begins using a new slang word or po・
pularizes a new use of some old word， people in Georgia are just as likely to take it up 
as people in Massachusetts. Visit Yellowstone or any other non-southern tourist center， 
and observe the numerous cars from southern stat巴s. All those Southerners drove across 
Yankee states to get there， and talked to p巴opl巳 onthe way.139) If a Southerner is 
drafted， he nearly always (because Southerners are a minority) serves his time in an 
“outfit円 composedmostly of Yankees. Isolation is the mother of dialects， and the South 
is now no longer isolated.円140)
アメリカ英語には方言がないとする見方も，イギリス英語と比べてさえフ方言差ははるか
に少ないという事実のほかに，このような傾向が一つの重要な背景になっていることを否定す
ることは出来ない。従ってラ言語地図のための方言調査が更に進められ，微妙な地域的相違が
それによって明らかにされていく方向とは逆に，結局一般的には，ここに引用した記述が，十
分に納得され，受入れられているのが，アメリカ英語の方言に関する現実の姿であると考えて
もよいのであろう。
〔附記〕
本稿の一部は，昭和41年2月5日，北大クラーク会館における日本時事英語学会北海道支
部第二回研究発表会で，すでに筆者が発表したものであるが，今回，新たに加筆修正して全体
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をこのような形でまとめてみた。本稿執筆にあたっては，本学の増田貢教授，小樽商大の北市
陽一助教授及び札幌のアメリカ文化センターから数多くの文献を借用させていただし、たことを
ここに附記して，厚く感謝の意、を表する次第である。
j主
1) Francisは， この ような様々な英語が相互に相違している極端な場合の例として，'if an Alabama 
farmer， a Scottish shepherd， a London Cockney， and a Maine lobsterman were to be suddenly thrown 
together， they might have considerable trouble before they were able to converse with any mutual 
understanding. Yet each one would stoutly maintain that he was speaking English.' と述べている
が，アメリカ英語とイギ リス英語と の相違については，'our language is only a variant version of the 
mother tongue. After al!， most Americans can converse freely with most Englishmen without mak-
ing more than minor alterations in their ways.'と言い， H. L. Menckenが彼の大著のタイト ノレを The
American Languageとしたのは “overstate"であると している。
Francis， W. Nelson. The StructU1-e of American English， New York: The Ronald Press Compa-
ny， 1958， p.42参照。
2) Pylesはこの点について，アメリカ英語の uniformityを一応認めながらも，次のように述べてい
る。寸osay that American speech is uniform is thus not the same as saying that the speech of 
any one section of the country is precisely the same as that of any other section; such a claim 
could not be made even for individuals of the same cultural background in the same section of 
the country.' Pyles， Thomas. Words仰 dWays of Ame門 canEnglish， New Y ork: Random House， 
1952， p.69参照。
3) Barnhart， etal. The AmelゴcanCollege Dictionary， New York : Random House， 1956， xxviii. 
4) Thomas， Charles K. An Intl'oduction to the Phonetics ザ Americ.仰 English，New Y ork : 
The Ronald Press Company， 1947， p.142参照。
5) Mencken， H. L. The American Langnage: Supρlement 11， New York: Alfred A. Knopf， 
1948， p.102参照。この点につき，アメリカ英語とイ ギ リス英語及びイタリ ア語などを比較して，Mencken 
は次のよう な注釈をつけている。“Thedifference in speech between Boston and San Francisco，" says 
the Encyclopaedia Britannica， fourteenth edition; London， 1929， Vol. XIII， p.698， col. 2，“is less than 
what may be observed between two vil!ages in Great Britain that are only a few miles apart." In 
other countries the same divergences are to be found， for nowhere else is there so much interstate 
migration as in the United States. The situation in Italy is thus set forth by Mr. Hugh Morrison 
(private communication， Feb. 8， 1946): “Few American realize how fortunate they are in living in 
a country in which the di妊erencesin speech from place to place are slight. The following is a 
sentence，‘Inside there were written three words，' in the dialects of ten di任erentplaces in Italy: 
“Tuscany (standard 1talian): Dentro c'erano scritte tre parole. 
“Piedmont: Drenta a i era scrit tre parole. 
“Lombardy: Denter gh'era scritt tre paroll. 
“Venice: Drento ghe era scrite tre parole 
“Emilia: Deintr a i era scrett trai paroll. 
“Rome: Drento c'erano scritte tre parole 
“Sicily: Dintra c'eranu scritti tri palori. 
“Sardinia: 1ntro ci Vlm inscrittas tres paraulas. 
“Milan: Denter gh'ero scritti tre parol. 
“Naples: Entro c'erano scritto tre paruolo 
“The study of the Tuscan dialect is required in al! the schools in 1taly， but it is a mistake to 
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think that everyone learns it. When 1 was studying ~talian in New York there were two young 
men fresh from Italy trying to learn their own language. They were not from backwoods commu-
nities but from cities一Milanand Bari. They had had the elementary schooling required of every開
body， and al their textbooks were in standard Italian. They could read Italian al right， but in 
every other respect they were the poorest students in the clas. They often resorted to English in 
talking to each other" 
6) Pyles， Thomas. ibid， p.70参照。 ここでは次のように述べられている。 “.. .practically al who 
have written knowingly upon the subject have noted that American English is characterized by a 
high degree of uniformity. It is wel to remember， however， that the conception of uniformity in 
speech must be to a large extent relative; that is， much depends upon who is doing the observing." 
7) Pyles， Thomas. ibid， p.70. 
8) Wyld， Henry C. The Historical Study of the Mother Tongue， London: John Murray Ltd.， 
1920， p.94参照。このような言語が平均化して行く過程を彼は次のように言う。
“The majority of tendencies of variation in speech habit which exist in the individual wil be 
shared also by the speech community at large， so that they will be strengthenend and encouraged 
by social intercourse. Those tendencies， on the other hand， which are peculiar to the individual， 
and which are not shared by the community， will not gain ground， but wil be eliminated. The 
strongest and most clearly marked of these individual tendencies wil be unconsciously suppressed， 
or， in some cases even， wil be deliberateJy checked in youth， by the corrective ridicule of asso・
ciates; others， which are not su伍cientlymarked to be generally noticeable， either disappear naturally 
with the de五niteacquirement of the speech basis， or may continue to exist， so long as they do not 
develop beyond the point at which they are recognisable by the speaker himself and by his compan-
ions. Thus there is common to al speakers， and this develops， unperceived and gradual， but also， 
for the time being， unchecked." 
9) この場合，Wyldの言う ように，isolationの程度と持続期間が方言成立を左右する重要な要素ーにな
ることは勿論である。“・・・whenisoJation occurs， which splits one community into two or more groups， 
the necessary conditions are present for the differentiation of the originally homogeneous speech 
into dialects. Each group will tend to develop its language along di妊erentlines， and the differences， 
slight enough in the beginning， may in time attain considerable proportions." Wyld， Henry C. ibid， 
p. 95参照。
10) この場合， dialect differencesと languagedぽerencesとの違L、が問題にされることがあること
を附記したし、。 この相違を判定することは容易ではないが，これについて Francisは次のように言う。
“It is often a debatable point as to where one should draw the line between dialect differences 
and language differences. For instance， Bloom五eldshows that Dutch-German actually constitutes 
one language， with many different local varieties， three of which-Standard High German， Standard 
Dutch， and Standard Flemish-are recognized as literary and political languages. On the other hand， 
what are popularly known as “Chinese dialects"-Peipingese， Wu or Shanghai， Fukienese， and 
Cantonese-are really sharply di妊erentlanguages， though the di任erencesare disguised by their 
common use of a mutually intelligible morphographic writing system. Similarly， the attitude toward 
localy d近erentiateddialectsー thekind we are most familiar with-di妊ers widely from language 
to Janguage." Francis， W. N. ibid， p. 481参照。
11) 市河三喜， 1英語学辞典J，研究社， 1958， p. 296参照。
12) Francis， ibid， pp. 48-49. 
13) これについて Francisは LondonとParisの例を上げ次のように述べている。
“If a giv"!n locality becomes dominant in its language area to the extent that its inhabitants 
become the class to whom the other regions look for leadership， the dialect of that locality may 
very well acquire such prestige as to become standard. This happened in both English and French 
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in the later Middle Ages. 1n the earlier medieval period， no single one of the many dialects of 
either English or French was considered standard. But as London and Paris grew into Prominence 
as centers of government and trade， their dialects acquired prestige. By th巴五fteenthcentury， Lon-
don English and Parisian French were accepted as standrd by nearly everybody， including those 
who did not speak them." Francis， ibid， pp. 46~47. 
14) 常識的には dialectは襟準語の下位区分として考えられている。例えば普通の用法では，標準語は
全国的な言語を意味し， dialectは標準語に対して従属的な地位にある変種，比較的小さい speechcommu-
mtyで用いられる特定の言語を指している。一応このような区別の出来ることは言うまでもないが，言語現
象を真の姿で捉える時は，標準語と dialectとの間には，本質的な区別はつけられないことを知らねばなら
ぬ。何故ならば，言語という実体はないのであって，存在するのは言語を話す人間だけだからである。そし
て人は必らず、何らかの社会に属し，その社会の言語， l"Dち方言を話すものであるから，実在するものは方言
だけであるといわなければならない。標準語というのもそれ自身で存在するものではなく，ただそれを話す
人々においてのみ成立するものであるから，やはりこれは，標準と見倣された言語を話す人々の社会の方言
に過ぎないのである。市河三喜司 ibid，p.296参照。
15) これに関聯して， American Englishの“bestspeech"について附記しておきたL、o Menckenの
The American Lωtgnageにl土次のような注釈がある。
“The question where the best American is spoken is often discussed in the newspapers. Noah 
Webster， after his tour of the country in 1785~86， is said to have nominated Baltimore. 1n 1928 a 
group of 100 graduate students in English at Columbia， after hearing some of the Phonograph re-
cords assembled by W. Cabell Greet， chose St. Louis. (1t's in St. Louis That Americanese is Spoken， 
New York World， Nov. 9， 1928). Ann Royall， in her Skecthes of History， Lゲeand Manners in 
the United States， published in 1826， said:“The dialect of Washington， exclusive of the foreigners， 
is the most correct and pure of any part of the United States 1 have ever yet been in，" and this 
was supported 117 y巴arslater by Francis X. Welch in the New Y ork Times. (All Speech pure to 
Speakers， Sept. 17， 1943). 1n 1936 a writer in Business Week voted for Benton Harbor， Mich. 
(Editorially Speaking一， .Tune 6， p. 51). As for me， 1 wobble between Baltimor巴andBenton Harbor 
inclining toward the former because it is my native place and fixed my own speech-habits， and 
toward the latter because it is in the same Sprachgebiet as Owosso， Mich.， the birthplace of Thomas 
E. Dewey， whose General American is the clearest and best that 1 have ever heard from the lips 
。fan American rhetorician." Mencken， ibid， p.129. 
16) Bar出 art，ibid， XXX. 
17) Krapp， George P. The English Language in America， Volume II， Tokyo: Senjo Publishing 
Co.， Ltd. p. 7参照。“Ifone considers al the varieties of English speech which are in exist巴nce111 
any community at any given moment， one becomes aware of the utter impossibility of giving a 
complet巴 pictureof this speech in al its shades and levels of dialect."と彼も述べている。
18) Marckwardt，一色マサ子訳， ["アメリカ英語J，研究社， 1960， p. 10. 
19) これについては別稿， Takemoto， Shozo，“A Comprehensive Survey of the Foundations of 
American English"室工大研究報告， Vo1.5， No.2参照。
20) 豊田 実， Iアメリカ英語とその文体J，研究社， 1951， pp. 1 ~2 参照。
21) イギりスが 1664年に NeuwAmsterdamを征服した時に，英国以外の各国からの移民にはじめて
citizenshipを与えた。その際の移民の国籍だけでも 18に上ったという。このことからも，移民の民族的背
景の複雑さの一端がうかがえよう。 Takemoto，Shozo， ibid 参照。
22) この移動状態の詳細については， Francis， ibid， pp. 500~508 参照。
23) Havighurst & Neugarten. Socieり andEducatiか" Boston: Allyn and Bacon 1nc.， 1958， p 
287 
24) Kennedy， .Tohn F. A Nation of Immigrants東京，成美堂版， 1966，とびらの地図より修正。
25) この点について， Francisの次のような観察は興味深い。
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“Those who have observed dialect di妊erencesare often curious as to their origin， and have 
invented many fanciful explanations. The two most common explanations of this kind are the 
physiological and the climatic. Certain people whose speech we五ndobjectionably different from 
our own may be credited with a constitutional malformation of the vocal organs that prevents them 
from pronouncing the language“normally" (i.e.， the way we do). Thus， the American Negro is 
sometimes supposed to be unable to pronounce a constricted postvocalic jーrjbecause his lips are 
too thick， although what the lips have to do with the constriction or nonconstrictioll of j-r/ is a 
mystery to even the most elementary student of articulatory phonetics. More popularly， the“South-
erner" is supposed to speak with a drawl (the coastal South Carolinian doesn't!) because the climate 
is so hot that it makes him lazy， although Bengali， in a far hotter climate， isspoken at an extremely 
rapid tempo. A professor of pedagogics at the University of Colorado once declared that Minne-
sotans nasalize their speech because of the【iampclimate; Eric Partridge has repeatedly attributed 
the supposed nasalization of Australian speech to the excessively dry climate. When 80 many claims， 
often contradictory ancl often in complete disagreement with observable fact， are made for the 
influence of the climate， itis easy to see that the investigator must look elsewhere for the origins 
of dialect differences. He五ndsthese origins in the relationships among people-in the homes from 
which they originally came and in the social environment in which they now live." Francis， ibid， 
pp.482-483. 
26) イギリスからの移民の仁!コに，多くの技術者がし、たことはよく知られている事実である。彼等は最初
農業には興味を示さなかったが，一旦農業を主業として生計をたてていかなければならないと知るや，アメ
リカ独特の数多くのすぐ、れた農機具を作り出した。 Americanaxといわれるものなどはその一例である。
27) Francis， ibid， p. 509参照。彼はこのことについて次のように述べている。
“Actually， the colonies were far more urban than is commonly realized. In 1775， Philadelphia 
and Boston were the second and third most important cities in the English-speaking world， with 
New Y ork and Charleston as important seaports; al four were centers of wealth and the amenities 
。furban life." 
28) この問題については， Marckwardt & Quirk， A Common Language， London: The British 
Broadcasting Corporation， 1964， pp. 44-49.及び豊田実， ibid， pp. 7-10，等を参照。
29) Francis， ibid， pp. 483-485. 
30) 例えば， Marckwardtに次のような記述がある。
“Early travelers to America and native commentators on the language agree on the existence of 
regional di任erencesat an early period in our national history. Mrs. Anne Royal called attention to 
various Southernisms in the works which she wrote during the second quarter of the nineteenth 
century， and as early as 1829， Dr. Robley Dunglison had identi五edmany of the Americanisms， in 
the glossary he compiled， with particular portIons of the country. Charles Dickens recognized 
regional differences in the English h巴 encounteredin his五rsttour of the United States， and iVilliam 
Howard Russell， reporting on Abraham Lincoln's五rststate banquet， at which he was a guest， 
mentions his astonishment at五nding‘adiversity of accent almost as great as if a number of foト
eigners had been speaking English: Marckwardt， Albert H. American English， New Y ork: Oxford 
University Press， 1958. p. 132. 
31) Bronstein， Arthur J. The Pronunciation of American English， New York: Appleton-
Century-Crofts， Inc.， 1960， p.43参照。又演劇に関する方言の分析については次の書がくわしい。 Herman
& Herm旦n，American Dialects， New Y ork: Theatre Arts Books， 1947 
32) Bronstein， ibid， p.44. 
33) ドイツの GeorgWenkerが DcutschenSprachatlas作成にとりかかったのが 1876年で， これが
近代的な言語地図調査のはじまりであるとされている。 このあとでフランスも， 1902年から 1910年にかけ
て JulesGillieronが中心となれ Atlas linguistique de la Franccを作成した。これら両者の調査方法等
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については， Francisフ ibia，p.487参照。
34) Bronstein， ibid， pp. 40-41 参 ~fflo
35) Francis， ibid， pp岨 488-494参照。
36) Fr旦ncis，ibid， p.48ヲ.
37) このように Lて教育を受けた実地調査員はラ自己に与えられた分析的作業なやりとげたばかりでな
く，同時にそれぞれの言語学的研究において立派な業績を上げたものが少なくなL、例えば， Atwoodゃ
McDavidの研究のように。 t42)， 43)参照。
38) 例えば，特定の職業名である shrirnp五shermanとか sheepherderというような語は，その地域全
部の人々が知ってしるわけではないので， このような種類の誌を調査に用いないように配慮する。
39) 録音されるという怠訟の下では，気軽な雑談などでは口からふと洩れるかもうIJ]れないような，変っ
た文法的表現や，諮1.~ ，発音等が押えられてしまうかも知れない懸念があるので， このことからも，調査員
の耳の訓練は特に大切であると考えられる。
40) Frar~cis ， ibid， p.579. 
41) Bronstein， ibid， pp. 302-304 
42) この調査結果の要約は， Kurathの WordGeog7ゅhy01 the Eastern Un前 dStates (Ann 
Arbor， 1949) と E.Babby Atwoodの S叫fれ β'y01、γe7匂bFo仰7
Ar均bor乙.コ， 1ω臼拓5臼3)の二:蒋誇のι中ドに生泊か、された。
43) この間， Mrs. Virginia McDavid は， Atwoodの研究をモテソレにして，A Survey 01 Verb Forms 
in theλIcrth心柏市alStates and the Uj>per l'v1idwest (Min口esota，1956)を発表した。
44) この他の派生的研究としては， DeCampの SanFrancisco地帯の言葉に関する論文が出されて
L、る。
45) Bronstein， ibid， p. 47. これは HansKurath， A Word Gecgra}うhy01 the Easlern United 
Statesからとったものである。
46) Macwardt， idid， p. 135参照。
47) 特に発音の場合には，これを isophone(等音線)といって，語形，語L、， j詩文の場合の isogloss
と区別することもある。 I十i河三喜， ibid， p. 534参照。
48) Francis， ibid， p. 498参照。“Afterenough features have been charted， itis then possible to 
draw a compositive map comparing the isoglosses. If several isoglosses approximately coincide for 
a great part of their length， we have a bundle of isoglosses， which may be said to constitute a 
dialect boundary between two dialect areas." 
49) Francis， ibid， p.584 
50) Francis， ibid， p.585 
51) Fγancis， ibid， p.583. 
52) Francis， ibid， p.582. 
53) Mencken， ibid， pp. 101-270参照。
54) Thomas， ibid，とびらの図参照。
55) Thomas， ibid， pp. 142-160参照。
56) Menckenは， この地方の方言の特色が， accidenceや vocabularyなどよりも発音にあるという
Charl巴sA. Bristedの意見を紹介し，且つ Bristedの次のような観察を引用している。
“Among its features of this sort may be mentioned a nasal intonation， particロlarlybefore the 
diphthong ow， so that cow and now are sounded kyow and nyow; a perverse misplacing of 五nal
g after n， almost equal to the Cockney's transposition of initial h， making walkin of walking and 
capting of captain; a shortening of long 0 and u in五nalsyllables; 巴.g.， lortun and natur for 
101‘tune and nature; on tbe other hand， a lengthening of various short syllables， as naughtin for 
nothing， and genuine for genuiηe. Also， a general tendency to throw forward the accent of poly-
syllables and sometimes even of dissyllables; e.g.， territory， legislative， conquest. This tendency， 
from which， by the way， the very b旦stclasses of New England society are not altogether free， has 
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been noticed as a Scotticism， erron巴ously，we think， for though the Scotch cometimes misplace the 
accent， they throw it backward as often as forward， in mゴ'gazine，for instance. Some peculiar words， 
however， are found， as doing chores， for doing miscellaneous jobs of wァork，(a North Country word， 
cf. char-woman)， and many peculiar uses of ordinary words." Mencken， ibid， p. 114 尚，この地方
の発音の史的概観については，次の書がくわしL、。 Lindbead，Karl-Erik. Noah Webster's Pronunciation 
and Nlodern New England Speech， Cambridge; Harvard University Press， 1954 
57) この地方の方言の特徴を調べる場合， Thomasの言う次の点に宿意しなければならない。
“Speech in this area is mixed. Pennsylvanian in orig叫 ithas been infiuenced by southern 
sp巴ech. The long isolation of the mountain settlements favored the retention of older linguistic 
forms， and has provided plentiful material for students of folk lore. Consequently the speech of 
th巴regionhas been studied more completely on the folk level than on the standard level." Thomas， 
ibid， p.159. 
58) ただし，その地域差は顕著なものではない，と Menckenは次のように言う。
“Because of its steady encroachment upon the other dialects the area it covers today is shifting 
and somewhat vague， but al authorities seem to agree that it begins in the East somewhere in the 
vicinity of the Connecticut river， runs southward to the line of the Potomac and Ohio， and covers 
the whoJe country， save for a few outcroppings of Southern or Appalachian-speech， west of the 
Mississippi. Kenyon and Knott call it Northern American and Kurath calls it Western， but in view 
of its immense spread it seems to me that GeneraJ is preferable. It is， of coures， not entirely uni噌
form throughout its area， and Kurath distinguishes a Central or Midland speech from that of the 
Great Lakes Basin and the Far羽Test， but these differences are very slight， and a casual 0 bserver 
from some other Sprachgebiet notices no substan，tial vari丘ncebetween the speech of a Western New 
Yorker， that of a Michigand巴r，that of a Nebraskan and that of an Oregonian. This General Ame-
rican， says Kurath， isspoken in the Middle Atlantic States (New Y ork， New Jersey and Pennsyl-
vania)， the Middle West (0恒久 Indiana，Ilinois， Wisconsin， Minnesota， Iowa and North巴rnMissouri)， 
and the Further West to the Pacific Coast. He might have added most of Delaware， Maryland and 
West Virginia， a part of Kentucky， and a not inconsiderable part of New England." Mencken， ibid， 
pp.103-104 
59) Bronstein， ibid， p.46. 
60) Bronstein， ibid， p.48. 
61) Marckwardt，一色訳， ibid， p. 179 
62) Francisはこの調査資料をまとめるに当って，次のようにことわっている。
“The following tabJes， then， are essentially a confiation of work on the regional distribution of 
linguistic forms in the United States and Canada. Some parts have appeared in published volumes， 
like those of Kurath and Atwood; other parts are found in unpublished dissertations like those of 
Avis， Davis， and Frank; stil others appear in articles and reviews; some have been presented 
only orally. Where phonemic data is presented， the transcriptions have been roughly adapted to the 
system used in other part of this book. This adaptation， of course， does not mean that the Iinguistic 
geographer feels that his data can be adequately represented by such a system. The structural 
p巴culiaritiesof the Charleston vowel-system， for example， make it impossible to represent it accu-
rately in the nine-vowel-plus-three-semivowel analysis; for other individual Southern and South 
Midland dialects at least ten vowels and perhaps additional semivowels are necessary. Where these 
di伍cultiesappear most strikingly， phonemicization according to this system has not been attempted， 
and the data is presented phonetically; in many other places the phonemicization is done with 
extreme diffidence. It is probable that a different set of terms and perhaps a different graphic 
device (such as reverse slants) will be n巴cessaryto represent structuraJ phonological di鉦erences
between dialects目" Francis， ibid， pp. 512-513. 
(649) 
1156 武本昌三
63) Francis， ibid pp. 513-526参照。発音符号については附表参照。
64) Marckwardt， ibid， p. 139参照。
65) Pyles， ibid， p. 61参照o pailの諮原については明らかでない。 OxfordEnglish Dictionaη(以
下 OEDと略す。)
66) イギリスでは， 1570年頃から使われている記録があるが，アメリカでは 1920年頃から次のような
意味で用いられた。 Themilk and fat pot-liquor and meal are， when put together， called， in Long 
Is1and， swill. OED. 
67) この外にも，地域的に，run， creekなどが区別して用いられることがある。 Krappによればこれ
らの語は次のようにしてアメリカで用いられるようになった。 Theword run as a colloquial American 
word for a stream of water， as in Bull Run， etc.， had an early origin in the phrase“a run of water，" 
meaning a stream， Huntington Records， p.86 (1666)， and often. 1t occurs in the Hempstead Records， 
1， 314 (1679)，“the run Called .Tonsons run，" also 1， 167 (1665). The New English Dictionary gives 
two earlier citations， one for 1605 and another for 1652. and describes the word as American and 
northern British dialect. The earlier meaning of creek as a branch of the sea has been generally 
extended in America to mean a small fresh-water stream， though this use is not yet very common 
in New England， where such streams are usually called brooks. Krapp， George P. ibid， Volume 1， 
p.85. 
68) 元来オランダ語からの借用語であるが，それがこの地方に強く残された。 Mencken，H. L. The 
American Language， SuP.ρlemeπt乙NewY ork: Alfred A. Knopf， 1956， p. 186参照。
69) この語の地域的分布状況については後述の「結語」参照。
70) この認の起原については諸説紛々としているが， Craigieの ADicuonaワ ofAmerican English 
on Historical Princ伊les(以下 DAEと略す)には 1793年の用例がある。 ShawneeIndianが，トウモロコ
シの粉とミノレク，卵を材料にこんなパンを作ったので Shawneecakeから変ったとする説。このパンを持っ
て，長い旅に出たので journey叫んeといったのがもとだとする説。もと故図やスコツトランドの田舎で，
めの粗L、小麦でで、焼いた小さいパンの Jaω7刀nn悶ock，joh口n幻lIck，joh~刀川1Ìck bあ7
てカかミらは，J'少onakμ肋z口n爪Z九，joni.込'kù仇~n， }μ07ルmりybn問ead，joh河nyc，叫-akたe，}μoz附4口?閉宵り cakeといい，johnny cakeが一般的と
なったという説。この中で，最後の説が真ぴょう性があるということになっている。今日でも Jon泌が
(jοhnnikin)は南北 Carolinaの東部や， Marylandの東岸では用いられる。 Landof johnnycaたといえば
New Englandのことをいい，口語では Johnnycakeで NewEngland人を表わす。 Kurathの「言語分
布」をもとにして，johnnycakeの分布図を作ると，図 16，図ー 17のようになる。図-16は分布状況を，図 17
は分布範囲をあらわず。 Mencken，H. L. ibid， S，ψ1り-lement!， p. 203，山崎英夫 「アメリカのことはJ，研
究社， 1961， pp. 79-80及び Kurath，H.， A Word Geogralりhyof the Eastern United States， University 
of Michigan Press， 1949， Fig. 116参照。
? ?
函-16 図 17
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71) この意味では，アメリカで用いられはじめた語である。用例は 1830年から記録されている。 OED
地域的分布については， Marckwardt， ibid， pp. 145-146参照。
72) 一般的には，sick at the 5tomach又は sickin the stomachで， 1653年から 18:31年までの用例
があるが，イギリスでは殆んど廃語で用いられていない。 OED.前置詞に toを用いるのは北部の特徴であ
る。 Marckwardt，ibid， p.140. 
73) Marckwardt， ibid， p. 140参照。
74) 尾上政次「現代米語文法」研究社， 1960， p. 115参照。
75) 語法については，尾上政次， ibid， p.89参照。
76) Marckwardt， ibid， p. 140参照。
77) Marckwardt， ibid， p. 140参照。
78) Marckwァardt，ibid， p. 140参照。
79) pig tenはアメリカで活られた語であるが，Jうzg5ty はイギりスで用いられた古レ語である。この
地方では，イギリスの古い語がそのまま残っていることになる。 Marckw紅白&Quirk， ibid， pp. 34-35. 
80) 注81)参照。
81) cottage cheeseを表わす語は， このほかにまだ， ρotcheese， Dutch cheeseがある。 この中 sour-
milk cheeseの分布は図 18，のように海岸地帯に限られている。図 19はこの三者の分布範閉め境界線を示
したものである。山崎英夫， ibid， p. 25， p. 121及び Kurathヲ ibid，Fig. 8， 125参照。
ADl町村 C旺ESE
• POT CHE正SE。sαJR.MILK CHEESE 
図 18 図 19
82) この onの発音分布に関しては Thomasが図 20のような境界線を定めている。 Bronstein，ibid， 
p.306参照。
83) Krapp， ibid， Volurne 1， p.161参照。 Theword st川 'pis of Dutch origin， but its use has 
been extended， especially in th巴 phrase“the front stoop，" to regions beyond those of Dutch in丑u-
ence. Webster， in his dictionary of 1828， de五nesstoot as meaning in America “a kincl of shed， 
generally op巴n，but attached to a house， also， an open place for seats at a door." Thornton gives 
example in English as early as 1749. The stoop is defined by Irving， Knickerbockcr Hisiory， as 
“the porch， commonly built in front of Dutch houses， with benches on each side." It was usually 
uncovered， and is well il1ustrated in the Century Dictionary， under sLOOp. One may note in passing 
that the varyingly proper use of stooρ，ρorch， piazza， gallery， isonly to be acquired by familiarity 
with local custom. 
84) この意味 (curdledsour milk)では，bonny蜘clalψerと lopteredmilkという二語がある。 New
Englandにおける東方からと西方からの移住のあとを示すもので， Kurathの「アメリカ東部諸州の言語分
布」を参照して図表をつくると，図-21，図 22のようになる。図-21では，bonny-claJうtperが東部に分布し，
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loppered-milk i土西部に広がっていることがわかる。 なお，この図 22は，その移動の方向を示す。山崎英
夫， ibid， p. 45.及び Kurath，ibid， Fig. 124参照。
85) 注79)の分布地図参照。
86) イギリスではこの意味で、は用いられない。 アメリカにおける用例としては 1875年のものがある。
OED. 
87) 注 80)の onの分布図参照。
88) アメリカでは，特にオランダ改卒教会の牧師のことをいうが，口語で一般にひろく牧師のことを指
すようになった。大文字を用いるのはこの地方の特色である。 Webster'sNew lVorld Dictionary of the 
American Language (以下 NWDと略す)。
89) その分布状況については注79)の地図参照。
90) 注 80)の分布図参照。
91) Marckwardt， ibid， p.139. 
92) Marckwardt， ibid， pp. 145-146参照。 Attimes， too， changes in meaning seem to have entered 
into the dialect situation， as is illustrated by the development of the r己gionalterms slullet and spider， 
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the former current in the Midland and the Virginia Piedmont， the latter in the North and in the 
Southern tidewater area. Frying pan is the urban term and is slowly supplanting the others. Spideγ 
was originally applied to the cast-iron pan with short legs， from which the name was pr巴sumably
derived， but it was ultimat巴lytransferred to the f!at-bottomed pan as welJ. This would seem also 
to explain th巴 localterm creeper， used in Marblehead， Massachusetts. S長ilet，a term of dou btful 
etymology，五rstappears in English in 1403， when it was applied to a long-handled brass or copper 
vessel used for boiling liquids or stewing meat. 1t is stil so used in dialects throughout England. 
The shift in meaning to a frying pan took place only in America， but an advertisement of 1790， 
o妊eringfor saJe 'bakepans， spiders， skillets，' would suggest that even as late as this a distinction 
between the two was recognized. 
93) Marckwardt， ibid， p.140 
94) Marckwardt， ibidヲ p.140. 
95) 尾と政次， ibid， p.29参照。
96) Marckwardt， ibid， p.140. 
97) Marckwardt， ibid， p.140. 
98) 例えば foodの中の母音を発音する時のように。 Marckwardt，ibid， p. 139. 
99) Marckwardt， ibid， p.139. 
100) 注 67)参照。
101) Marckwardt & Quirk， ibid， p. 65. 
102) Marckwardt， ibid， p.143参照。彼は次のように述べている。 Th巴 babycarriage seems to have 
been a development of the 1830's and '40's， and this is the term which developed in New England. 
Within the Philadelphia trade area， however， the article became known as a baby coach， whereas 
baby buggy was adopted west of the Alleghenies and baby cab in other regions throughout the 
country. 
103) これは PennsylvaniaGermanの典型的な語の一つで，同じ意味を持つ他の三つとともに分布状
況を示すと，図 23のようになる。山崎英夫， ibid， p. 83及び Kurath，ibid， Fig. 120参照。
104) ドイツ諾の dickemilichからきた。 これを分布地図で示すと‘図 24，図 25のようになる。 11崎
英夫， ibid， p. 32及び Kurath，ibid， Fig. 23， 124参照
? ? ?
DOUGHNUT 
oFRIED.CAKE 
oCRULLER 
"NUT CAKE 
'FAT CAKE 
図 23 図 -24 図 25
105) Pennsylvania Dutchの語の一つで，オラ γダ語からの借用語である。 NWD
106) 注72)参照。この地域の特色は前置詞に onを用いることである。
107) この地域では，牛が戸外で乳を絞られるからであると， Marckwardtは次のようにいう。
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1t is not surprising that those areas of th巴 countrywhere cows can be milked outside， for at 
least part of the year， will develop a specific term for the place where this is done: witness milk 
gap or milking gap current in the Appalachians south of the James River. Marckwardt， ibid， p.143. 
108) 尾上政次， ibid， p.30参照。
109) Kenyon & Knott， A Pronouncing Dictionary 01 American English. Spring五eld;G. & C. 
Merriam Company， 1953，及び尾上政次， ibid， p. 1参照。
110) Marckwardt， ibid， p.138. 
111) Marckwardt， ibid， p.138. 
112) Marckwardt， ibid， p.138. 
113) Marckwardt， ibid， p.138. 
114) Marckwardt， ibid， p.138. 
115) Marckwardt， ibid， p.138. 
116) Marckwardt， ibid， p.140. 
117) Marckwardt， ibid， p.140 
118) Marckwardt， ibid， p.140. 
119) 尾上政次， ibid， p. 142参照。
120) Marckwardt， ibid， p.138. 
121) Marckwardt， ibid， p.138. 
122) Marckwardt， ibid， p.138. 
123) Marckwardt， ibid， p.138. 
124) Marckwardt， ibid， p.138. 
125) 注81)参照。
126) Cooter， a name applied to a box turtle in the Carolinas， isderived from an African word， 
kuta or nkuda， by the DAE， but is not traced before 1832. Mencken， ibid， SUjψlement 1， p.198. 
127) 一般的には，pinda，ρindar， pinderなどと綴り ，jりかldalということもある。 ポノレトガノレ語の
ρinda，オランダ諾の piendel，コンコ諸の mPinda等から来ている。アフリカから黒人によってアメリカに
入h 現在では西インド諸島及びアメリカ南部で用いられている。 1707年から用例がある。 OED.
128) Buckra， meaning a white man， isderived from an African word， makana or mbakana， of 
the same meaning， by Webster 1934， and traced to 1795 in white American use by the DAE， which 
notes that it was reported from the island of Antigua about six years earlier. Save in a few areas 
it never spread from Negro speech to that of the whites， and at the present day it is unknown to 
most Americans. Mencken， ibid， SUlり，plement1， p.198. 
129) 尾と政次， ibid， p.29参照。
130) Marckwardt， ibid， p.140. 
131) Marckwardt， ibid， p.140. 
132) Marckwardt， ibid， p.140. 
133) Marckwardt， ibid， p.140. 
134) このような表現は特にこの地域に多く ，use to could， use to wasn'tなども用いられる。 Mencken
は，これについて次のように言う。 Anothercharacteristic of vulgar American is the heavy use of used 
10 as a general indicator of the past. 1t is always given the unvoiced s without a final d， and may 
be used also in the negative as in “He use to didn't like it." Wentworth and other scoU1S have 
found use to could， would， was and wasn't in al parts of the country， but especially in the South 
and South Midland. Use to could was listed by Sherwood in the vocabulary accompanying his 
“Gazetteer of the State of Georgia" (1827)， and in 1850 William C. Fowler put it among“ungram-
matical expressions， disapprovεd by al，" in his chapter on American dialects in“The English 
Language." Today， however， use to could is in good standing in Southern familiar colloquial speech， 
and even use to didn't and use to wasn't are occasionally heard from educated Southerners. 
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Mencken， H. L. The American Language (One-Volume Abridged Edition)， New York: Alfred 
A. Knopf， 1963， pp. 540-541. 
135) 勿論このような言い方も，主観的で relativeなものであることは否定出来ない。例えば Marck-
wardt & Quirk， ibid， pp. 62-63で Marckwardtが示した発音の地域差を，実際に録音したもので聞いて
みると(それらはやや極端な例であるには違いないが)，その相違が非常に顕著なことに驚ろかされる。
136) 通常の発音記号でその相違を記述することが出来ないことからも，このことは言えよう。特に
native speakerでない，われわれが考察する場合は尚更である。注62)参照。
137) ドイツ諮の Regen'Wurmの影響である。次の注138)参照。
138) この earthwo門nに関する歴史的背景については， Marckwardtは次のような興味ある分析を行
なっている。“Earthwomitself is not an old word; it appears to have been compounded only shortly 
before the earliest English migrations to America. The earliest Oxford English Dictionaヮ citation
of the word in its present form is 1591; it appears also as yearth worm some thirty years earlier. 
The various regional terms al seem to have been coined in America; the dictionaries either record 
no British citations or fail to include the words at all. 
The local terms have a varied and interesting history. Mud wo門11seems to occur in standard 
British English from the beginning of the nineteenth century on. Eace wo門n，as a combined form， 
goes back at least to Middle Englsh; the五rstelement was a term for ‘bait' as early as Aelfric; it 
is used today in a number of southern counties in England from Kent to Gloucester. Angle dog 
is used currently in Devonshire. Ground worm， though coined in England， was transferred to North 
Carolina and Maryland in the eighteenth century. Red worm appears五rstin England in 1450 and 
continues through to the mid-nineteenth century， though chiefiy in books on五shing，as does dew 
τfJorm， which goes back even farther to the late Old English period. Rainworm， though it appears 
in Aelfric as renwyrm， may be a reformation， even in British English， on the pattern of Regenwur・m
in German， for there is a gap of seven centuries in the citations in the Oxford English Dictionary 
and there is reason to believe that its revival in 1731 was infiuenced by the German form. Moreover， 
with but one exception， ithas been cited for the United States only in areas settled by Germans. 
Thus we have in the standard cultivated term one of relatively recent British formation. Apparently 
the regional terms ，vere compounded in America， whereas the local terms represent survivals either 
of dialect usage or anglers' jargon and one loan translation. It is worth noting that the common 
Old English term， angle twi・'ce，surviving as angle twitch in Cornwall and Devon， seems not to 
have found its way to America， and there are， furthermore， such other English formations as tag 
'Wo門n，marsh worm， and garden worm which have not been recorded in America." Marckwardt， 
ibid， pp. 144-145 
139) アメリカ英語における方言の地域的相違が少ない重要な理由のーっとして， アメリカ人の特性で
あるこのような mobilityを見落すことは出来なL、。 Dotty& Rossは，このアメりカ人の mobilityに関し
て次のように言う。“Aspeople moved about， local dialects did not develop to any eXtent. The same 
manner of speaking was used throughout the country. There are some regional di妊erencesin 
pronunciation， and certain areas betray， through peculiarities of expression， the national origin of 
the major element of the population within that area， but the English language as spoken in America 
(Canada as well as the United States) exhibits a uniformity not found in any other language over a 
comparable area. Mass media of communication， as well as the public school system， perpetuate 
this uniformity. The speech of an American from any region of the country 0妊ersonly super五cial
di妊erencesfrom that of an American from any other section." 
Dotty， Gadys G. & Ross， Janet. Language訓 dLife in the U.S.A. New York: Row， Peterson 
and Company， 1960， p.245. 
140) Stewart， George R. Arnerican lVays of Life， New York: Doubleday Co.， Ltd. 1954，成美
堂版、 pp.13-14 
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